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薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道 

  

姶
良
カ
ル
デ
ラ
大
爆
発
で
形
成
さ
れ
た
切
立
つ
特
殊
な 

シ
ラ
ス
大
地
を
駈
け
巡
り 

 

特
別
天
然
記
念
物
・
一
万
羽
の
ツ
ル
が
舞
う
空
の
下
で 

自
然
の
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
し
な
が
ら 

 

ヤ
マ
ト
以
前
か
ら
の
薩
摩
隼
人
の
地
に
島
津
が
確
立
し
た 

麓
（
武
家
屋
敷
群
）
を
訪
ね
る 

 

       

② 出水平野（出水市）に乱舞する渡り鳥・

ツルの大群 （出水市観光協会ホーム

ページより） 

③ 国定公園・甑島の鹿島断崖 

（約8千万年前の上部白亜系堆積岩で、 

砂岩頁岩の互層をなす） 
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一 
薩
摩
隼
人
の
地
を
行
く
「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」 

 

１ 

シ
ラ
ス
台
地
に
広
が
る
薩
摩
隼
人
の
北
薩
地
域 

 

  

鹿
児
島
県
は
、
か
つ
て
の
薩
摩
国
、
大
隅
国
お
よ
び
日
向
国
（
一
部
）
を
包
括
し
、
現
在
で
は
７

つ
の
振
興
局
・
支
庁
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
北
西
部
の
北
薩
地
域
振
興
局
管
内
の
東
シ
ナ
海

沿
岸
域
を
主
と
し
、
こ
れ
に
鹿
児
島
地
域
振
興
局
の
隣
接
地
を
加
え
た
一
帯
が
、
旧
薩
摩
国
の
北
部

で
あ
り
、
通
常
、
北
薩
摩
あ
る
い
は
北
薩
と
称
し
て
い
る
。
大
雑
把
に
言
え
ば
、「
薩
摩

よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
は
そ
う
し
た
北
薩
地
域
の
範
囲
に
設
定
さ
れ
た
日
本
風
景
街
道

で
あ
る(

表
紙
の
地
図
お
よ
び
図
２
参
照)

。 

ａ 

火
山
灰
の
シ
ラ
ス
台
地
が
ら
な
る
北
薩
摩 

 

と
こ
ろ
で
、
太
古
の
こ
と
に
な
る
が
、
鹿
児
島
湾
地
域
は
か
つ
て
地
溝
帯
で
あ
り
、
１

０
万
年
も
２
０
万
年
も
前
に
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
や
阿
多
カ
ル
デ
ラ
な
ど
の
大
噴
火
が
あ

っ
た
（
左
図
参
照
）。
そ
し
て
、
約
２
万
９
千
～
２
万
６
千
年
前
に
鹿
児
島
湾
の
湾
奥
の

姶
良
カ
ル
デ
ラ
が
大
爆
発
し
た
。
そ
の
火
山
灰
を
「
姶
良
Ｔ
ｎ
火
山
灰
」
と
呼
ん
で
い

る
。
姶
良
に
加
え
て
「
Ｔ
ｎ
」
が
付
さ
れ
、
何
か
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
当
初
、
丹
沢
山

地
（
神
奈
川
県
）
に
分
布
す
る
地
質
を
丹
沢
軽
石
と
名
付
け
た
こ
と
の
名
残
で
あ
る
。
し
か
し
後
に
、

姶
良
カ
ル
デ
ラ
が
起
源
で
あ
る
こ
と
が
分
り
、
い
ま
で
は
「
姶
良
丹
沢
火
山
灰
」
ま
た
は
「
Ａ
Ｔ
火

山
灰
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

つ
ま
り
、
鹿
児
島
湾
奥
の
大
爆
発
の
火
山
灰
が
偏
西
風
に
の
っ
て
関
東
あ
る
い
は
東
北
地
方
に
ま

で
達
し
、
わ
が
国
の
大
半
を
被
い
尽
く
し
た
。
Ａ
Ｔ
火
山
灰
の
呼
称
は
そ
の
証
で
あ
り
、
全
国
各
地

の
皆
さ
ん
の
周
り
で
、
こ
の
姶
良
か
ら
の
太
古
の
便
り
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た

巨
大
な
火
山
の
爆
発
に
よ
っ
て
、
南
九
州
一
帯
は
火
山
灰
や
火
砕
流
で
被
わ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ

る
白
い
砂
の
意
味
を
持
つ
特
殊
な
土
砂
層
の
シ
ラ
ス
台
地
⑦
で
あ
り
、
急
峻
な
崖
や
美
し
い
白
浜
な

ど
、
北
薩
摩
地
域
に
お
け
る
地
形
・
地
質
に
関
わ
る
根
幹
を
な
し
て
い
る
。 

ｂ 

隼
人
の
人
々
が
歴
史
を
刻
ん
だ
北
薩
摩 

一
方
、
薩
摩
地
域
は
、
日
本
神
話

の
「
海
幸
彦･

山
幸
彦
」
伝
説
に
お
け

る
海
幸
彦
を
祖
神
と
す
る
と
も
語

ら
れ
る
人
々
の
地
で
あ
り
、
古
代
か

ら
の
遺
跡
や
風
習
、
地
質
、
気
候
な

ど
に
関
し
独
自
の
も
の
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
南
方
か
ら
の
帰
化
説
な
ど
諸

説
が
あ
る
中
で
、
い
つ
か
ら
か
、
ど

こ
か
ら
か
は
不
明
だ
が
、
神
話
が
語

ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
薩
摩
に

は
早
い
段
階
か
ら
人
々
が
住
み
着

い
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

あ
る
い
は
、
霧
島
市
東
部
の
台
地

（
標
高
２
５
０
ｍ
）
で
、
縄
文
、
弥

生
時
代
の
上
野
原
遺
跡
（
上
野
原
縄

文
の
森
公
園
）
が
発
見
さ
れ
、
各
層

の
間
で
時
代
を
区
切
る
か
の
よ
う

に
桜
島
の
噴
火
に
よ
る
火
山
灰
が

挟
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
も
古
い

層
は
縄
文
時
代
早
期
前
葉
（
約
９
５

０
０
年
前
）
の
も
の
で
あ
り
、
日
本

列
島
最
古
の
集
落
跡
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
薩
摩
地
域
に
は
早
い
段

図 1 「薩摩よりみち風景街道」の 3ブロック構成と主要な流出入路、拠点 
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階
か
ら
人
々
が
住
み
つ
き
暮
ら
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
人
々
は
ヤ
マ
ト
王
権
で
な
く
、
ま
た
熊
襲

説
も
あ
る
が
、
大
方
で
は
そ
れ
ら
と
は
別
の
隼
人
（
は
や
と
）
族
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
隼
人
の
名
称
か
ら
、
勇
猛
敏
捷
な
人
々
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
が
、
古
く
は
ヤ
マ
ト
と

風
習
を
異
に
し
、
わ
が
国
の
ヤ
マ
ト
政
権
が
確
立
す
る
過
程
で
幾
度
か
の
反
乱
を
起
こ
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
７
０
２
年
に
薩
摩
国
（
鹿
児
島
県
の
薩
摩
半
島
側
の
半
分
）、
多
禰
国
（
た
ね
の
く
に
。
種

子
島
、
屋
久
島
な
ど
の
諸
島
）
が
、
７
１
３
年
に
大
隅
国
（
鹿
児
島
県
の
大
隅
半
島
側
の
半
分
）
が

成
立
し
、
隼
人
も
令
制
国
に
組
み
込
ま
れ
、
官
職
の
一
つ
隼
人
司
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
８
２
４
年

に
、
多
禰
国
は
大
隅
国
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。 

ｃ 

薩
摩
・
島
津
の
歴
史
を
概
観
す
れ
ば 

 

８
世
紀
の
前
半
に
薩
摩
国
の
国
司
が
、後
半
に
は
薩
摩
守
が
代
々
任
ぜ
ら
れ
、都
か
ら
着
任
し
た
。

そ
の
中
に
、
万
葉
集
に
名
を
連
ね
る
薩
摩
守
（
７
６
４
～
５
年
）
の
大
伴
家
持
（
お
お
と
も
の
や
か

も
ち
）
が
い
る
。
み
ん
な
も
よ
く
知
る
大
伴
旅
人
の
子
で
、
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
あ
り
、
万
葉
集

の
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。 

薩
摩
川
内
市
の
川
内
駅
前
に
大
伴
家
持
の
銅
像
が
あ
る
が
、
薩
摩
国
の
国
府
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

場
所
の
近
く
の
川
内
歴
史
資
料
館
裏
手
を
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
の
「
万
葉
の
川
筋
散
策
の
路
」
に
も

銅
像
➇
が
建
つ
。
写
真
に
見
る
よ
う
に
、
銅
像
の
す
ぐ
後
ろ
を
九
州
新
幹
線
が
通
る
が
、
そ
れ
を
目

の
当
た
り
に
す
る
と
、
現
代
か
ら
万
葉
の
時
代
に
タ
イ
ム
ト
ス
リ
ッ
プ
す
る
思
い
で
あ
る
。 

 

そ
の
思
い
の
ま
ま
に
、
薩
摩
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
平
安
時
代
中
期
に
は
、
大
宰
大
監
（
だ
い

げ
ん
）
だ
っ
た
平
季
基
（
す
え
も
と
）
と
そ
の
弟
平
良
宗
が
日
向
国
島
津
院
を
開
発
、
こ
れ
を
関
白

の
藤
原
頼
通
に
寄
進
し
て
島
津
荘
が
成
立
し
た
。 

そ
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
１
１
８
５
年
、
源
頼
朝
か
ら
近
衛
家
の
下
級
家
司
で
あ
っ
た
惟
宗
（
こ
れ

む
ね
）
忠
久
が
島
津
荘
の
現
地
荘
官
の
責
任
者
（
下
司
職
）
に
任
じ
ら
れ
、
島
津
性
を
名
乗
っ
た
。 

そ
の
後
、
島
津
は
、
地
元
領
主
、
大
隅
、
日
向
の
有
力
一
族
と
対
立
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
を
制

圧
し
、
つ
い
に
薩
摩
国
、
大
隅
国
、
日
向
国
を
ま
と
め
る
守
護
職
と
な
り
、
現
在
の
宮
崎
、
鹿
児
島

両
県
に
及
ぶ
広
大
な
土
地
を
手
に
入
れ
た
。
九
州
の
総
面
積
の
３
割
を
超
え
、
わ
が
国
最
大
規
模
の

荘
園
の
誕
生
で
あ
る
。 

さ
ら
に
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
島
津
氏
は
戦
国
大
名
と
な
り
、
九
州
制
圧
を
目
指
し
、
筑
前
国
・

岩
屋
城
な
ど
の
戦
い
（
１
５
８
６
）
に
挑
ん
だ
。
し
か
し
、
最
後
は
、
大
軍
を
率
い
た
豊
臣
秀
吉
の

九
州
征
伐
に
屈
し
、
和
睦
（
写
真
㊵
）。
続
い
て
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
西
軍
方
と
し
て
臨
ん
だ
が
負
け

戦
に
な
る
も
、
敵
中
を
突
破
し
、
交
渉
の
末
、
徳
川
か
ら
領
土
を
安
堵
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
島
津
の

退
き
口
」
と
い
わ
れ
る
勇
猛
な
敵
中
撤
退
の
行
動
を
た
た
え
て
の
こ
と
に
よ
る
な
ど
の
説
が
あ
る
。 

江
戸
時
代
の
島
津
は
外
様
大
名
と
し
て
乗
り
切
る
と
と
も
に
、
そ
の
末
期
に
は
篤
姫
の
徳
川
家
へ

の
輿
入
れ
が
あ
り
、
公
武
合
体
派
の
雄
藩
と
し
て
躍
動
し
た
。
あ
る
い
は
、
薩
英
戦
争(

１
８
６
３)

の
辛
酸
を
な
め
つ
つ
も
、
藩
主
・
島
津
斉
彬
に
よ
る
薩
摩
近
代
化
の
促
進
が
あ
り
、
幾
多
の
人
材
の

育
成
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
な
ど
を
輩
出
し
、
開
国
討
幕
の
明
治

維
新
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
波
乱
に
満
ち
た
薩
摩
の
歩
み
で
あ
り
、
薩
摩

の
人
々
の
誇
り
で
も
あ
ろ
う
。 

 ２ 

「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
と
は 

 

  

要
す
る
に
、
薩
摩
の
一
帯
は
、 

⑴ 

加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
な
ど
の
大
噴
火
を
ベ
ー
ス
に
す
る
シ
ラ
ス
台
地
の
地
形
・

図 2 スケールの大きな自然風景を巡り、歴史をたどる「薩摩よりみち風景街道」 
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地
質
が
主
を
な
す
。 

⑵ 
ヤ
マ
ト
と
は
異
な
る
古
く
か
ら
の
隼
人
族
か
ら
受
け
継
ぐ
血
脈
が
あ
る
と
推
察
で
き
る
。 

⑶ 
平
安
時
代
中
期
に
大
荘
園
・
島
津
の
荘
が
で
き
、
そ
れ
が
明
治
へ
と
続
く
中
で
、
一
貫
し

て
島
津
家
が
統
治
し
、
九
州
の
中
で
も
稀
に
み
る
長
い
歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ
る
。 

こ
う
し
た
３
点
の
こ
と
が
未
だ
に
よ
く
伝
わ
る
薩
摩
地
域
で
あ
る
。
薩
摩
藩
は
大
き
く
は
薩
摩
、

大
隅
、
日
向
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
大
隅
半
島
か
ら
北
薩
摩
地
域
の
一
帯
は
、
薩
摩
隼
人
の

国
で
あ
り
、
本
風
景
街
道
地
域
は
そ
の
北
西
の
地
域
一
帯
を
巡
る
た
め
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。 

 

あ
る
い
は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
九
州
本
島
に
あ
っ
て
、
西
海
岸
、
南
海
岸
の
一
帯
を
繋
ぎ
、
南

か
ら
の
黒
潮
が
対
馬
海
流
と
分
岐
す
る
位
置
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
黒
潮

文
化
の
起
点
を
な
す
と
い
え
、
熱
帯
と
温
帯
を
繋
ぐ
亜
熱
帯
地
域
で
、
ア
ジ
ア
大
陸
や
南
方
諸
地

域
と
繋
が
る
自
然
や
火
山
の
め
ぐ
み
が
あ
る
。
あ
ら
ぶ
る
シ
ナ
海
、
火
山
と
シ
ラ
ス
台
地
が
織
り

な
す
大
地
で
、
わ
が
国
や
九
州
の
誕
生
・
成
立
に
関
わ
る
思
い
も
よ
ら
な
い
歴
史
ロ
マ
ン
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
と
も
い
え
よ
う
。 

阿
久
根
市
と
長
島
町
を
繋
ぐ
黒
之
瀬
戸
大
橋
を
渡
っ
た
す
ぐ
の
「
う
ず
し
お
パ
ー
ク
」
に
、
万

葉
の
歌
４
首
の
石
碑
が
あ
り
、
万
葉
集
の
歌
の
南
限
と
い
わ
れ
て
い
る
。
う
ち
一
つ
は
写
真
⑨
に

示
す
大
伴
旅
人
の
歌
で
あ
り
、
も
う
一
つ
を
あ
げ
れ
ば
長
田
王
の
歌
が
あ
る
。 

「
隼
人
の 

薩
摩
の
瀬
戸
を 

雲
居
な
す 

遠
く
も
我
は 

今
日
見
つ
る
か
も
」 

こ
れ
を
よ
む
と
、
１
３
０
０
年
前
も
、
い
ま
も
同
じ
に
思
え
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
未
だ
よ
く

知
ら
れ
て
い
な
い
雲
居
な
す
北
薩
摩
を
訪
ね
行
く
こ
と
が
、
そ
の
期
待
と
感
動
に
加
え
、
見
た
こ

と
も
な
い
隼
人
の
風
習
や
出
来
事
、
生
活
が
堪
能
で
き
、
体
験
で
き
よ
う
。 

 ａ 

「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
の
範
囲
に
つ
い
て 

 

本
風
景
街
道
地
域
を
、
現
在
の
自
治
体
で
み
れ
ば
、
長
島
町
、
出
水
市
、
阿
久
根
市
、
薩
摩
川

内
市
（
甑
島
を
含
む
）、
い
ち
き
串
木
野
市
お
よ
び
日
置
市
（
東
市
来
支
所
管
内
）
の
５
市
１
町
で

あ
る
。
こ
れ
ら
６
自
治
体
の
全
人
口
は
、
表
紙
に
示
す
よ
う
に
、
合
わ
せ
て
２
５
万
人
で
、
面
積

は
１
６
２
８
㎢
。
鹿
児
島
県
下
に
占
め
る
割
合
は
人
口
１
６
％
、
面
積
１
８
％
で
あ
る
が
、
広
々

し
た
自
然
の
中
で
、
前
述
し
た
有
史
以
来
の
多
彩
な
遺
跡
や
歴
史
、
文
化
が
人
々
の
暮
ら
し
の
中

に
幾
重
に
も
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。 

 

 

「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
区
域
で
、
海
岸
線
に
国
道
３
号
が
通
過
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

市
街
地
の
展
開
や
地
域
資
源
の
多
く
が
海
岸
線
に
沿
っ
て
い
る
（
図
１
）。 

一
方
、
内
陸
部
の
大
部
分
は
、
シ
ラ
ス
が
積
み
重
な
る
台
地
で
あ
り
、
中
山
間
地
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
熊
本
西
南
の
県
境
に
あ
る
矢
筈
岳(

標
高
６
８
７
ｍ)

、
北
薩
地
域
の
最
高
峰
・
紫
尾
山

（
標
高
１
０
６
７
ｍ
）、
そ
の
南
の
八
重
山
（
標
高
６
７

６
ｍ
）
の
ラ
イ
ン
に
沿
い
多
く
の
山
々
が
並
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
谷
筋
や
尾
根
、
峠
を
越
え
て
、
国

道
５
０
４
、
３
２
８
号
が
通
る
一
帯
は
、
日
常
的
に
北

薩
の
沿
岸
域
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
。 

こ
の
日
常
的
な
つ
な
が
り
、
ア
ク
セ
ス
を
含
む
交
通

環
境
、
後
述
の
地
域
資
産
の
構
成
と
展
開
、
お
よ
び
海

上
を
含
め
た
甑
島
航
路
の
存
在
を
踏
ま
え
る
と
、
国
道

３
号
な
ど
（
図
１
の
赤
ラ
イ
ン
）
を
主
と
し
な
が
ら
も
、

こ
れ
と
前
述
の
山
側
２
つ
の
国
道
、
お
よ
び
広
域
農
道

(

オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド)

の
ル
ー
ト
（
同
図
の
緑
の
ラ
イ
ン
）

に
よ
る
北
薩
地
域
を
囲
む
道
路
が
基
幹
と
な
り
、
そ
の

一
帯
が
暮
ら
し
の
上
で
一
つ
に
纏
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
こ
の
周
回
ル
ー
ト
と
、
薩
摩
川
内
市
に
所

属
す
る
甑
島
を
一
緒
に
し
て
「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街

道
」
の
範
囲
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

ｂ 

メ
イ
ン
ロ
ー
ド
と
そ
の
補
完
道
路
―
北
薩
の
道

路
網
に
つ
い
て 

 

★
篤
姫
ロ
ー
ド
と
郷
士
ロ
ー
ド 

江
戸
時
代
の
薩
摩
街
道
を
熊
本
か
ら
南
下
す
る
と
、

薩
摩
藩
内
で
出
水
筋
、
大
口
筋
、
高
岡
筋
（
宮
崎
方
面
）

に
分
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
北
薩
摩
地
域
は
出
水
筋
に

沿
っ
て
い
る
。
出
水
、
阿
久
根
、
向
田
（
薩
摩
川
内
市
）、

串
木
野
、
市
来
、
伊
集
院
の
各
宿
場
町
を
経
て
鹿
児
島

に
至
る
。
本
ル
ー
ト
は
、
薩
摩
の
里
で
伸
び
伸
び
と
育

っ
た
篤
姫
が
、
江
戸
幕
府
徳
川
家
へ
の
嫁
入
り
に
際
し

通
っ
た
と
さ
れ
る
。
ど
ん
な
思
い
で
駕
籠
に
ゆ
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
含
め
、
本
風
景
街
道
の
メ

イ
ン
ロ
ー
ド
と
し
て
「
篤
姫
ロ
ー
ド
」
と
の
愛
称
を
付

け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

一
方
、
山
間
部
の
シ
ラ
ス
台
地
は
崩
れ
易
く
も
ろ
い
。

こ
の
た
め
、
狭
い
な
が
ら
も
多
く
の
台
地
が
あ
り
、
雨

水
な
ど
で
削
ら
れ
た
幾
筋
も
の
複
雑
な
谷
地
形
を
な

し
て
い
る
。
平
地
が
少
な
い
、
保
水
が
十
分
で
な
い
。

➈ 黒之瀬戸および黒之瀬戸大橋と万葉集における大伴旅人の歌(長島町、うずしおパーク)   ➇ 大伴家持像（薩摩川内市、万葉の散策道） 
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こ
れ
ら
の
た
め
、
人
々
は
谷
間
の
わ
ず
か
な
土
地
で
、
し
が
み
つ
く
よ
う
に
耕
し
暮
ら
し
を
立
て
て

き
た
。 

反
面
で
、
各
地
に
点
在
す
る
高
台
は
、
防
備
を
兼
ね
た
山
城
を
つ
く
る
に
適
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
眺
望
す
れ
ば
、
ま
さ
に
神
話
の
世
界
の
高
殿
（
千
台
と
も
い
っ
た
）
が
広
が
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
中
世
に
は
、
高
台
か
ら
高
台
へ
と
山
城
が
い
く
つ
も
い
く
つ
も
つ
く
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
近
世

に
は
そ
の
や
ま
裾
に
外
城
制
度
が
整
備
さ
れ
（
二
章
２
節
参
照
）、
防
備
を
兼
ね
て
半
農
半
士
の
武
士

（
こ
れ
を
郷
士
と
称
し
た
）
た
ち
が
住
み
つ
い
た
。
こ
の
こ
と
が
い
わ
ば
村
か
ら
村
を
結
ぶ
小
道
や

山
道
の
発
達
を
促
し
た (
図
３
参
照)

。 

す
な
わ
ち
、
大
小
の
川
や
山
々
が
連
な
る
尾
根
に
沿
う
峠
越
え
の
道
筋
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
前

述
の
国
道
５
０
４
、
３
２
８
号
（
図
１
の
山
側
の
緑
の
ラ
イ
ン
）
は
、
北
薩
地
域
と
加
久
藤
カ
ル
デ

ラ(

湧
水
町
、
え
び
の
、
霧
島
、
小
林
な
ど
の
盆
地)

や
錦
江
湾
に
面
し
た
鹿
児
島
地
域
と
一
線
を
画

す
も
の
で
あ
る
（
図
２
）。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ま
た
北
薩
地
域
の
東
の
縁
辺
を
形
成
す
る
道
路
と
な

り
、
郷
士
た
ち
が
そ
の
守
り
に
つ
く
た
め
に
通
っ
た
道
で
あ
る
。
表
の
華
々
し
い
篤
姫
ロ
ー
ド
に
対

し
、
勝
手
口
的
な
意
味
合
い
が
あ
り
、
あ
る
い
は
裏
通
り
の
速
達
路
と
し
て
、
風
景
街
道
を
巡
る
準

メ
イ
ン
ロ
ー
ド
と
な
り
、
そ
の
特
色
に
も
と
づ
け
ば
「
郷
士
ロ
ー
ド
」
と
い
え
よ
う
。 

★ 

長
島
ロ
ー
ド
、
甑
ロ
ー
ド
、
お
よ
び
こ
し
き
海
道
、 

当
然
な
が
ら
、
海
岸
沿
線
を
走
る
篤
姫
ロ
ー
ド
が
本
地
域
の
メ
イ
ン
だ
が
、
こ
れ
に
離
島
の
長
島

町
へ
は
国
道
３
８
９
号
、
県
道
４
７
号
、
３
７
９
号
が
分
岐
し
て
つ
な
が
り
（
図
７
）、
こ
の
区
間
を

「
長
島
ロ
ー
ド
」
と
名
付
け
る
。 

一
方
、
甑
島
へ
は
、
図
２
に
示
す
よ
う
に
、
孤
島
ゆ
え
に
海
路
（
以
下
、
こ
し
き
海
道
と
い
う
）

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
上
で
上
甑
、
中
甑
、
下
甑
を
縦
断
す
る
県
道
３
４
８
、
３
５
１
、
３
４
９
号

の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
幸
い
に
、
上
甑
、
中
甑
島
の
間
が
、
早
い
時
期
か
ら
長
大
橋
（
甑
明
神
大
橋
、

鹿
の
子
大
橋
）
で
結
ば
れ
て
い
た
。
加
え
て
、
中
甑
島
と
下
甑
島
の
間
の
甑
大
橋
⑩
が
、
２
０
２
０

年
に
出
来
上
が
っ
た
。
今
で
は
３
つ
の
島
が
、「
沖
の
平
瀬
に 

ど
ん
と
打
つ
波
は 

な
ぜ
か
出
船
の 

邪
魔
を
す
る
」（
甑
島
の
う
た
ば
や
し
の
一
節
）
か
ら
脱
却
し
、
そ
れ
ら
の
県
道
は
ひ
と
つ
な
が
り
で

あ
り
、
い
つ
で
も
島
々
の
間
が
行
き
来
で
き
、「
甑
ロ
ー
ド
」
と
呼
べ
よ
う
。 

 

ま
と
め
れ
ば
、
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
は
、
ｄ
項
に
述
べ
る
ブ
ロ
ッ
ク
構
成
を
踏
ま
え
、
篤
姫
ロ
ー
ド
と

長
島
ロ
ー
ド
に
よ
る
東
シ
ナ
海
に
接
し
た
沿
岸
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
、
山
間
部
の
郷
士
ロ
ー
ド
、
お
よ

び
甑
島
に
わ
た
る
高
速
船
や
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
こ
し
き
海
道
と
島
々
を
結
ぶ
甑
ロ
ー
ド
の
５
リ
ン
ク

構
成
で
あ
る
。
道
路
網
の
整
備
が
よ
く
行
き
届
き
、
自
然
の
風
景
や
薩
摩
隼
人
の
暮
ら
し
、
歴
史
遺

産
、
豊
か
な
文
化
に
触
れ
ら
れ
（
二
、
三
章
）、
多
彩
か
つ
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
よ
う
。 

 ｃ
「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て 

★ 

道
路
に
よ
る
ア
ク
セ
ス 

「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」

地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
道
路
に

よ
る
場
合
、
九
州
北
部
、
中
部
か
ら

は
南
九
州
西
回
り
自
動
車
・
国
道

３
号
（
篤
姫
ロ
ー
ド
）
と
、
九
州
自

動
車
道
か
ら
郷
士
ロ
ー
ド
へ
至
る

２
ル
ー
ト
が
あ
る(

図
１
、
２
参

照)

。
前
者
は
九
州
の
西
海
岸
を
行

く
も
の
で
、
熊
本
県
側
は
水
俣
市

か
ら
南
下
す
る
こ
と
と
な
る
。
後

者
の
九
州
自
動
車
道
は
、
八
代
か

ら
人
吉
に
抜
け
、
え
び
の
、
霧
島
を

経
由
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
九
州

自
動
車
道
各
Ｉ
Ｃ
と
本
風
景
街
道

地
域
と
は
、
国
道
４
４
７
、
２
６
７
、

５
０
４
号
な
ど
を
介
し
て
３
０
～

６
０
分
の
ド
ラ
イ
ブ
が
必
要
と
な

る(

図
２
参
照)

。 

一
方
、九
州
自
動
車
道
沿
線
に
鹿

児
島
空
港
が
あ
り
、
そ
こ
と
は
国
道

５
０
４
号
が
つ
な
が
り
、
現
在
で
は
北
薩
横
断
道
路
（
地
域
高
規
格
道
路
）
と
し
て
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。 

県
都
・
鹿
児
島
市
か
ら
は
、
国
道
３
号
を
北
上
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
、
ほ
ぼ
篤
姫
ル
ー
ト
に
同
じ

と
こ
ろ
を
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
が
、鹿
児
島
市
か
ら
八
代
、水
俣
市
に
向
け
て
整
備
中
で
あ
る
。

現
在
は
部
分
開
通
状
態
だ
が
、
全
線
開
通
時
に
は
本
風
景
街
道
内
の
各
地
へ
の
速
達
的
な
ア
ク
セ
ス

路
と
し
て
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

★ 

鉄
道
、
航
路
に
よ
る
ア
ク
セ
ス 

道
路
以
外
に
は
、
九
州
新
幹
線
が
あ
り
、
域
内
に
Ｊ
Ｒ
出
水
駅
お
よ
び
川
内
駅
の
２
駅
が
あ
る
。

福
岡
か
ら
１
時
間
１
２
分
（
最
速
）、
熊
本
か
ら
３
０
分
、
鹿
児
島
か
ら
１
０
分
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
域
内
の
並
行
在
来
線
と
し
て
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
が
往
来
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
と
路
線
バ
ス
、
巡
回
バ
ス
、
高
速
船
、
フ
ェ
リ
ー
を
活
用
す
れ
ば
、
公
共
交
通
を
用
い

て
本
風
景
街
道
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
域
内
循
環
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
沿
岸
域

に
集
中
し
、
内
陸
部
の
サ
ー
ビ
ス
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
点
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
熊
本
県
天
草
市
の
牛
深
か
ら
、
長
島
・
蔵
之
元
港
へ
の
フ
ェ
リ
ー
が
あ

る
。
島
原
か
ら
の
海
の
国
道
３
８
９
号
（
長
島
ロ
ー
ド
）
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
で
あ
り
、
隣
接
す
る
「
あ

⑩ 台風被害を乗り越えて建設された甑大橋（2020年竣工） 
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ま
く
さ
風
景
街
道
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 
ｄ
「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
構
成
と
は 

 

「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
を
本
章
１
節
に
述
べ
た
範
囲
と
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
資
源
の
分

布
や
、
前
述
の
交
通
条
件
、
地
理
的
条
件
を
踏
ま
え
れ
ば
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
概
略
３
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
る
。
出
水
・
長
島
お
よ
び
阿
久
根
（
以
下
、
い
ず
み
地
区
と
い
う
）、
薩
摩
川
内

の
本
土
部
分
と
い
ち
き
串
木
野
・
日
置
市
の
東
市
来
町
（
せ
ん
だ
い
地
区
）、
そ
し
て
甑
島
（
こ
し
き

地
区
）
で
あ
る
。 

★
い
ず
み
地
区 

 

現
在
、
出
水
郡
と
い
え
ば
長
島
町
の
み
だ
が
、
１
８
８
９
年
の
町
村
制
施
行
時

は
８
つ
の
村
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
時
代
の
変
遷
を
経
な
が
ら
平
成
の
合
併
で
出
水
、
阿
久
根
、
長
島

の
２
市
１
町
と
な
り
、
互
い
に
国
道
３
号
と
３
８
９
号
で
繋
が
っ
て
い
る
。 

あ
る
い
は
、
九
州
新
幹
線
で
出
水
駅
を
介
し
て
の
ア
ク
セ
ス
と
な
り
、
隣
接
の
「
あ
ま
く
さ
風
景

街
道
」
と
は
フ
ェ
リ
ー
で
つ
な
が
る
。
い
わ
ゆ
る
特
別
天
然
記
念
物
・
鶴
の
飛
来
地
②
が
あ
り
、「
薩

摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
は
も
と
よ
り
、
新
幹
線
出
水
駅
か
ら
蔵
之
元
港
（
長
島
町
）
へ
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、「
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
」
へ
の
表
玄
関
で
も
あ
る
。
ま
た
、
北
薩
地
域
の
最
北

辺
が
い
ず
み
地
区
で
、
出
水
市
の
中
心
地
に
は
薩
摩
藩
最
大
の
武
家
屋
敷
群
・
出
水
麓
（
日
本
遺
産
）

が
あ
り
、
本
風
景
街
道
の
目
玉
の
一
つ
で
あ
る
。 

★
せ
ん
だ
い
地
区 

 

薩
摩
川
内
市
か
ら
い
ち
き
串
木
野
市
、
日
置
市
に
至
る
区
域
だ
が
、
肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
、
そ
し
て
国
道
３
号
（
篤
姫
ロ
ー
ド
）
が
通
り
、
甑
島
へ
の
高
速

船
航
路
の
発
着
点
で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
九
州
新
幹
線
で
わ
ず
か
１
０
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鹿

児
島
市
の
通
勤
通
学
圏
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
都
市
圏
の
週
末
型
、
都
市
近
郊
型

の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
せ
ん
だ
い
地
区
は
、
本
風
景
街
道
の
中
心
を
な
す

地
区
で
あ
り
、
同
時
に
、
鹿
児
島
市
を
訪
れ
た
つ
い
で
に
、
桜
島
、
指
宿
と
と
も
に
せ
ん
だ
い
地
区

へ
の
回
遊
が
ま
た
十
分
に
期
待
で
き
る
。 

★
こ
し
き
地
区 

 

甑
島
（
こ
し
き
し
ま
）
は
、
平
成
２
７
年
に
国
定
公
園
の
指
定
を
受
け
た
島
で

あ
る
。
川
内
港
か
ら
高
速
船
で
５
０
分
、
串
木
野
新
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
７
０
分
の
ア
ク
セ
ス
で
あ

る
が
、
上
甑
、
中
甑
、
下
甑
の
３
島
が
連
な
り
、
８
千
万
年
前
の
大
地
と
手
つ
か
ず
の
大
自
然
が
そ

っ
く
り
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
島
々
ま
で
も
が
、
次
章
２
節
に
述
べ

る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
外
城
制
度
が
適
用
さ
れ
、
麓
が
築
か
れ
た
が
、
そ
の
武
家
屋
敷
群
に
い
ま

だ
人
が
住
み
、
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

風
景
街
道
と
し
て
、「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
の
特
色
は
何
か
。
そ
れ
を
明
か
に
す
る
観
点
か

ら
、
全
域
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
を
探
れ
ば
、
次
の
２
つ
が
強
調
で
き
る
。 

一
つ
は
大
自
然
で
あ
る(

図
２)

。
出
水
の
鶴
の
飛
来
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
自
然
が
あ
り
、
甑
島

に
は
８
千
万
年
前
か
ら
の
地
層
の
積
み
重
ね
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る
時
を
超
え
た
大
地
が
あ
る
。

こ
れ
ら
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
自
然
を
求
め
て
、
北
薩
摩
地
域
を
巡
れ
ば
、
そ
の
中
で
暮
ら
す

人
々
が
自
然
と
い
う
手
の
ひ
ら
の
中
に
あ
る
と
の
実
感
が
湧
き
、
そ
の
雄
大
さ
と
不
偏
性
を
目
の
当

た
り
に
で
き
る
。
具
体
的
な
内
容
と
規
模
を
踏
ま
え
れ
ば
、
特
に
図
に
示
す
５
か
所
の
大
自
然
が
浮

か
び
上
が
る
。 

 
い
ま
一
つ
は
、
特
殊
な
土
質
層
シ
ラ
ス
が
全
域
を
被
い
、
そ
こ
に
早
い
時
代
か
ら
住
み
着
い
た
薩

摩
隼
人
と
呼
ぶ
人
々
が
繰
り
広
げ
た
中
世
、
近
世
の
象
徴
と
し
て
の
外
城
制
度
と
、
そ
の
拠
を
な
し

た
麓(
武
家
屋
敷
群
）
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
独
特
の
防
衛
と
統
治
を
両
立
さ
せ
た
地
域
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
本
来
的
に
中
世
か
ら
の
も
の
で
、
自
立
的
に
長
い
間
を
生
き
抜
く
も
と
と
な
り
、
現
代

社
会
に
通
じ
る
地
域
創
生
の
参
考
に
な
る
と
も
考
え
る
。 

つ
ま
り
、
北
薩
地
域
の
歴
史
や
遺
跡
を
訪
ね
る
こ
と
は
、
単
な
る
歴
史
遺
産
や
神
社
仏
閣
を
巡
る

こ
と
で
は
な
い
。中
世
か
ら
現
代
に
至
る
郷
士
社
会
を
中
心
に
し
た
独
特
の
地
域
シ
ス
テ
ム
を
巡
り
、

そ
の
内
容
や
歴
史
を
理
解
し
、
神
髄
に
触
れ
る
こ
と
が
、
現
代
の
困
難
な
社
会
を
維
持
す
る
ヒ
ン
ト

二 

大
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ
を
眺
め
、
北
薩
摩
の
麓
を
巡
る 

出水のツル観察センター 

ツルの北帰行（第１回写真コンテスト受賞作） 

⑪ 特別天然記念物ツルとその観測所 
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に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

１ 
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
五
色
の
大
自
然
を
巡
る 

（
図
２
） 

⑴ 

地
球
規
模
の
鶴
の
飛
来
地
・
出
水
を
訪
ね
る 

 

鶴
の
越
冬
地
は
全
国
各
地
に
あ
る
。
そ
の
中
で
、
北
薩
摩
の
北
端
・
出
水
の

干
拓
地
は
規
模
の
上
で
他
を
抜
き
ん
で
て
い
る
。
シ
ベ
リ
ア
か
ら
中
国
、
朝
鮮

半
島
を
経
由
し
て
飛
来
す
る
１
万
羽
を
超
え
る
ナ
ベ
ズ
ル
を
は
じ
め
、
マ
ナ
ヅ

ル
、
ク
ロ
ヅ
ル
が
大
挙
し
て
空
を
舞
い
、
そ
の
姿
は
、
北
か
ら
の
便
り
が
届
く

と
の
実
感
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
を
も
つ
飛
来
地
は
他
で
み
な
い
こ

と
だ
ろ
う
。 

な
お
、
ツ
ル
の
生
態
な
ど
を
詳
細
に
知
り
た
い
場
合
は
、
出
水
市
ツ
ル
博
物

館
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
（
０
９
９
６-
６
３-

８
９
１
５
）
が
あ
り
、
訪
ね

る
と
よ
い
。 

 

他
方
、
長
島
町
の
中
央
部
に
行
人
岳
と
い
う
山
が
あ
る
。
標
高
は
３
９
４
ｍ

で
、
本
来
、
山
岳
信
仰
の
地
で
あ
り
、
修
験
道
の
場
で
あ
る
。
し
か
し
。
今
で

は
そ
の
頂
上
は
展
望
公
園
で
あ
り
、
車
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
さ
か
ら
し

て
、
眼
下
に
雲
海
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
素
晴
ら
し
い
の

が
、
３
月
の
出
水
平
野
か
ら
の
ツ
ル
の
飛
び
立
ち
で
あ
る
。
列
を
な
し
、
群
れ

を
な
し
て
上
昇
気
流
に
の
る
鶴
の
北
帰
行
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

鶴
と
い
え
ば
、
通
常
は
下
か
ら
見
上
げ
る
こ
と
が
多
い
（
②
）。
し
か
し
、
黒

之
瀬
戸
を
渡
り
な
が
ら
北
帰
の
た
め
に
飛
び
立
つ
鶴
を
上
か
ら
見
下
ろ
せ
ば
、

羽
を
広
げ
て
上
昇
気
流
に
の
り
舞
い
上
が
る
姿
は
雄
大
で
あ
り
、
見
事
で
あ
る

（
⑪
の
上
段
）。
こ
う
し
た
光
景
は
、
わ
が
国
で
は
こ
こ
行
人
岳
以
外
に
思
い
あ

た
ら
な
い
。 

北
帰
行
の
時
期
（
２
、
３
月
）
に
な
る
と
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
写
真
家
が

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
に
と
押
し
寄
せ
る
。
た
だ
、
期
間
が
限
ら
れ
、
し
か
も

予
測
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
ま
た
と
な
い
機
会
を
と
ら
え
る
こ
と
の
幸
運
を
祈

ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
が
自
然
と
向
き
合
う
風
景
街
道
の
宿
命
で
あ
り
、
当

た
り
は
ず
れ
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
。 

 ⑵ 

東
シ
ナ
海
の
荒
波
が
作
り
出
し
た
奇
岩
を
眺
め
、
薩
摩
西
海
岸
を
行
く 

 

国
道
３
号
を
出
水
か
ら
薩
摩
川
内
に
至
る
区
間
の
う
ち
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
の
阿
久
根
駅
か
ら
薩
摩
高
城
（
た
き
）
駅
の
約
２
０
㎞
区
間
に
「
牛
ノ
浜
」

と
呼
ぶ
海
岸
④
と
そ
の
延
長
に
よ
る
「
薩
摩
西
海
岸
」
の
光
景
が
あ
る
（
図
２
）。

東
シ
ナ
海
に
直
接
面
す
る
こ
と
か
ら
、
波
が
荒
く
、
高
波
の
被
害
も
し

ば
し
ば
発
生
。
こ
の
た
め
、
木
組
み
や
石
を
積
み
上
げ
て
被
害
を
防
い

だ
が
、
そ
の
姿
が
牛
の
背
に
似
て
い
た
こ
と
か
ら
牛
ノ
浜
海
岸
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

一
帯
は
、
シ
ラ
ス
台
地
が
海
岸
に
押
し
出
す
か
の
よ
う
に
迫
る
が
、

全
景
を
眺
め
る
な
ら
、
ま
ず
は
阿
久
根
市
の
番
所
丘
公
園
㊱
（
江
戸
時

代
密
貿
易
を
見
張
る
番
所
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
）
に
登
る
と
よ
い
。
黒
之

瀬
戸
か
ら
薩
摩
高
城
ま
で
、
あ
る
い
は
東
シ
ナ
海
お
よ
び
内
陸
部
の
シ

ラ
ス
台
地
と
、
最
高
峰
紫
尾
山
な
ど
の
山
々
が
眺
望
で
き
る
。 

そ
の
後
に
、
海
岸
線
に
戻
れ
ば
、
無
人
島
で
、
野
生
の
鹿
が
住
む
海

水
浴
場
・
阿
久
根
大
島
が
あ
る
。
阿
久
根
港
か
ら
船
で
わ
ず
か
１
０
分

で
あ
り
、
快
水
浴
場
１
０
０
選
、
２
１
世
紀
に
引
き
つ
ぎ
た
い
日
本
の

名
松
１
０
０
選
の
一
つ
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
の
鹿
児
島
と
は
、
諸
説
あ

る
中
、
野
生
の
鹿
が
多
く
生
息
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
さ
し
ず
め
阿
久
根
大
島
は
そ
れ
に
通
じ
る
光
景
で
あ
り
、

鹿
児
島
の
由
来
話
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
。 

ま
た
、
勝
本
（
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
）、
大
川
島
、
牛
ノ
浜
（
い
ず
れ

も
阿
久
根
市
）
の
各
海
水
浴
場
が
あ
り
、
白
い
砂
浜
が
マ
リ
ン
ブ
ル
ー

の
海
に
映
え
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
佐
潟
の
洞
窟
、
人
形
岩
㉟
、
湯
田
口
洞
門
、
西
方
海
水
浴

場
⑫
が
要
所
、
要
所
に
あ
り
、
砂
浜
と
奇
岩
が
織
り
な
す
景
勝
地
で
あ

る
。
こ
う
し
た
光
景
は
、
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
を
こ

め
て
「
薩
摩
西
海
岸
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
目
に
痛
い
ほ
ど
の
太
陽

で
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
海
辺
は
爽
快
感
あ
ふ
れ
る
篤
姫
ロ
ー
ド
が
今
に
伝

わ
る
。 

⑶ 

川
内
川
の
長
崎
堤
防
と
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
の
藺
牟
田
池 

川
内
川
は
、
筑
後
川
に
次
ぐ
九
州
２
番
目
に
長
い
幹
線
流
路
長
（
１

３
７
㎞
）
を
持
つ
。
熊
本
県
球
磨
郡
白
髪
岳
（
標
高
１
４
１
７
ｍ
）
に

端
を
発
し
、
シ
ラ
ス
台
地
を
経
て
薩
摩
川
内
市
㊶
に
流
れ
出
て
い
る
。

下
流
こ
そ
比
較
的
緩
や
か
だ
が
、
上
流
は
急
峻
で
、
狭
窄
部
や
屈
曲
し

た
区
間
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
支
川
が
合
流
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

流
域
の
規
模
の
割
に
た
び
た
び
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
住
民
か
ら
は
暴

れ
川
と
恐
れ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。 

⑫ 国道 3 号沿いの西方海水浴場（薩摩川内市西方町） ⑬ 川内川（薩摩川内市高江町）の長崎堤防 
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古
く
は
、
続
日
本
書
紀
記
載
の
天
平
の
洪
水
（
７
４
６
年
）
が
あ
っ
た
。
江
戸
期
に
は
、
何
と
か

洪
水
を
防
ぎ
た
い
と
の
思
い
か
ら
河
口
部
の
高
江
地
区
に
築
か
れ
た
長
崎
堤
防
（
１
６
８
７
年
）
⑬

が
あ
る
。
人
柱
伝
説
も
あ
る
が
、
普
請
奉
行
・
小
野
仙
右
衛
門
が
、
そ
の
流
れ
に
沿
う
よ
う
に
堤
防

を
築
い
た
結
果
が
、
約
１
０
～
１
１
ｍ
と
川
に
突
き
出
し
た
鋸
の
歯
状
の
石
垣
堤
防
（
延
長
６
４
０

ｍ
）
で
あ
る
。
お
か
げ
で
、
一
帯
は
た
び
た
び
の
水
害
か
ら
解
放
さ
れ
、
不
毛
の
地
か
ら
実
り
豊
か

な
水
田
へ
と
様
変
わ
り
し
た
。 

な
が
れ
に
任
せ
る
川
づ
く
り
。
い
ま
で
こ
そ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
導
入
さ
れ
た
近
代
河
川
工
法
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
長
崎
堤
防
を
生
み
出
し
た
薩
摩
で
は
、
江
戸
期
に
既
に
そ
う
し
た

考
え
の
川
づ
く
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
堤
防
の
傍
に
仙
右
衛
門
翁
を
顕
彰
し
た

小
野
神
社
が
あ
り
、
そ
の
裏
手
の
川
岸
を
下
る
と
「
心
」
と
刻
ん
だ
石
碑
が
あ
る
。
仙
右
衛
門
の
川

づ
く
り
の
執
念
を
掘
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
こ
の
堤
防
と
共
に
、
高
江
地
区
の
湿
地
化
を
避
け
る
た
め
に
八
間
川
が
開
削
さ
れ
た
（
１

８
４
９
年
）。
そ
の
八
間
川
が
川
内
川
に
合
流
す
る
と
こ
ろ
に
全
長
１
７
ｍ
の
江
之
口
橋
⑭
が
あ
る
。

ま
た
近
く
に
水
路
橋
が
か
か
る
。
と
も
に
石
橋
で
あ
り
、
鹿
児
島
市
の
甲
突
川
の
石
橋
五
橋
を
作
っ

た
こ
と
で
有
名
な
肥
後
の
石
工
・
岩
永
三
五
郎
（
肥
後
種
山
（
現
八
代
郡
東
陽
村
）
の
出
身
）
の
手

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

次
に
、
川
内
川
の
上
流
に
１
５
㎞
さ
か
の
ぼ
り
、
脇
道
に
そ
れ
る
と
支
川
・
樋
脇
川
（
清
色
川
）

と
な
り
、
武
家
屋
敷
で
有
名
な
入
来
（
い
り
き
）
麓
が
あ
る(

本
章
２
節
の
⑵)

。
そ
し
て
、
さ
ら
に

上
流
に
遡
れ
ば
藺
牟
田
池
⑮
（
い
む
た
い
け
。
薩
摩
川
内
市
祁
答
院
町
）
に
行
き
あ
た
る
。 

藺
牟
田
の
牟
田
は
湿
地
の
こ
と
で
あ
る
。
畳
表
の
藺
草
（
イ
グ
サ
）
の
刈
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
名
称
で
あ
り
、
火
口
湖
（
面
積
約
６
０
㏊
、
標
高
２
９
５
ｍ
）
で
あ
る
。
数
十
万
年

も
前
の
藺
牟
田
火
山
の
溶
岩
ド
ー
ム
群
に
よ
る
カ
ル
デ
ラ
で
あ
り
、
そ
れ
を
飯
盛
山
（
藺
牟
田
富
士

と
も
い
い
、
標
高
４
３
２
ｍ
）
が
塞
い
で
で
き
た
湖
で
あ
る
（
図
３
）。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ

れ
、
多
数
の
泥
炭
質
の
浮
島
が
あ
り
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
・
泥
炭
形
成
植
物
群
落
が
見
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
、
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
（
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
）
が
生
息
し
、
手
つ
か
ず
の
自
然
が
あ

る
。
入
来
麓
を
見
物
す
る
と
と
も
に
、
近
く
の
温
泉
に
つ
か
り
藺
牟
田
池
を
散
策
す
れ
ば
、
心
癒
さ

れ
る
風
景
街
道
と
な
ろ
う
。 

⑷ 

長
４
７
㎞
に
及
ぶ
日
本
一
長
い
シ
ラ
ス
の
吹
上
浜 

い
ち
き
串
木
野
市
、
日
置
市
、
南
さ
つ
ま
市
の
３
自
治
体
に
ま
た
が
る
長
い
、
長
い
弧
を
描
く
砂

浜
・
砂
丘
海
岸
が
あ
る
。
そ
れ
が
長
さ
日
本
一
を
誇
る
吹
上
浜
⑦
で
、
延
長
４
７
㎞
に
及
ぶ
。
鳥
取
、

遠
州
灘
と
と
も
に
日
本
三
大
砂
丘
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
の
渚
百
選
に
選
ば
れ
、
東
洋
の
ニ
ー
ス
と

⑮ ラムサール条約登録の藺牟田池（薩摩川内市） 

⑭ 八間川に架かる江之口橋（水門の先が川内川、
左手が峰ヶ城跡、高江麓） 

⑯ 甑大明神（鳥居のある岩）と甑明神橋（斜張橋） 

⑰ 鹿の子大橋 
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も
い
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス

ト
に
匹
敵
す
る
。 

吹
上
浜
は
、
薩
摩
半
島
の
崩
れ
や
す
い
シ
ラ
ス

が
流
れ
出
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
北
部
の

い
ち
き
串
木
野
や
日
置
市
北
部
は
、
シ
ラ
ス
台
地

⑦
が
海
岸
近
く
ま
で
迫
る
こ
と
か
ら
比
較
的
幅
の

狭
い
砂
浜
を
な
す
。
一
方
、
日
置
市
南
部
お
よ
び
南

さ
つ
ま
市
は
、
北
部
で
浸
食
さ
れ
た
砂
が
供
給
さ

れ
て
た
ま
り
、
幅
広
い
砂
丘
を
形
成
し
て
い
る
。 

国
道
２
７
０
号
を
砂
浜
に
沿
っ
て
１
０
㎞
ほ
ど

南
下
す
れ
ば
、
長
い
年
月
を
経
て
海
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
海
跡
湖
（
薩
摩
湖
、
正
円
池
）
が
あ
る
。
そ

の
う
ち
の
正
円
池
（
日
置
市
吹
上
町
）
は
ホ
テ
イ
ア

オ
イ
が
水
面
一
杯
に
覆
い
尽
く
す
群
生
地
で
あ
る
。

冬
季
は
腐
敗
し
、
そ
の
処
理
が
問
題
だ
が
、
６
月
頃

に
は
、
ア
ジ
サ
イ
と
と
も
に
一
斉
に
青
く
美
し
い

花
を
咲
か
せ
、
そ
れ
こ
そ
、
そ
の
花
言
葉
〝
揺
れ
る

思
い
゛
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
、
見
事
な
変
身
と
い

う
以
外
に
言
葉
は
な
い
。 

 ⑸ 

８
千
万
年
前
の
手
つ
か
ず
の
大
自
然
を

満
喫
す
る
国
定
公
園
「
甑
島
」 

  

川
内
港
、
串
木
野
新
港
か
ら
西
へ
約
３
０
～
４

０
㎞
。
１
時
間
ほ
ど
海
路
「
こ
し
き
海
道
」
を
行
く

と
、
東
シ
ナ
海
に
島
が
浮
か
ぶ
甑
島
（
こ
し
き
し

ま
）
列
島
に
到
着
す
る
（
図
２
、
１
２
）
。
上
甑
、

中
甑
、
下
甑
の
有
人
３
島
と
８
つ
の
無
人
島
か
ら

な
る
。 

「
甑
」
と
は
難
し
い
字
だ
が
、
現
代
で
は
何
を
意

味
す
る
か
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
上
甑

島
の
中
甑
島
よ
り
突
端
の
巨
石
が
、
コ
メ
な
ど
を

蒸
す
土
器
（
こ
れ
を
甑
と
い
っ
た
）
の
形
を
な
し
、

甑
大
明
神
⑯
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
に
由
来
す
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。 

上
甑
で
は
縄
文
時
代
の
土
器
（
里
遺
跡
）
が
発
見

さ
れ
、
ま
た
続
日
本
記
に
甑
島
の
記
述
が
あ
る
。
東
シ
ナ
海
の
孤
島
と
は
い
え
、
古
代
か
ら
人
々
が

住
み
着
き
、
薩
摩
隼
人
の
流
れ
を
く
む
の
か
、
甑
隼
人
と
称
す
る
地
域
部
族
が
い
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
平
安
時
代
に
は
平
家
落
人
の
伝
説
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
武
蔵
国
府
の
西
側
に
勢
力

を
拡
げ
た
日
奉
氏
西
党
の
出
と
い
わ
れ
る
小
川
氏
が
代
々
３
７
０
年
に
渡
り
治
め
た
。 

地
図
を
見
る
と
明
ら
か
だ
が
、
甑
島
は
地
形
の
上
で
天
草
島
、
長
島
の
延
長
上
に
並
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
、
九
州
を
斜
め
に
横
断
す
る
臼
杵
・
八
代
構
造
線
が
あ
り
、
九
州
の
地
質
を
北
と
南
に
２
分

し
、
八
代
海
に
出
た
と
こ
ろ
で
南
の
甑
島
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
北
あ
る
い
は
西

の
狭
い
隣
接
区
域
に
火
山
の
基
盤
む
き
出
し
の
古
い
地
層
が
あ
り
、
そ
の
上
に
幾
層
も
砂
層
、
粘
土

ナポレオン岩 

⑱ 下甑島の東シナ海側に続く奇岩 

門口（凱旋門） 

⑲ 上甑島、里のトンボロ 

⑳ 長目の浜（上甑島） 
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層
が
積
重
な
っ
て
い
る
。
甑
島
は
、
こ

う
し
た
地
層
が
海
か
ら
頭
を
出
し
た

も
の
で
、
東
シ
ナ
海
に
面
し
た
西
側
が

高
く
隆
起
し
、
東
寄
り
斜
め
下
に
傾
き

な
が
ら
海
岸
線
に
沿
っ
て
並
ん
で
い

る
。 約

八
千
万
年
前
の
鹿
島
断
崖
（
日
本

の
地
質
百
選
）
③
や
、
そ
の
姿
か
ら
門

口
（
凱
旋
門
）、
ナ
ポ
レ
オ
ン
岩
な
ど
の

奇
岩
⑱
が
そ
そ
り
立
つ
。
ま
た
、
近
く

の
海
岸
か
ら
は
草
食
恐
竜
ケ
ラ
ト
プ

ス
（
角
竜
）
の
化
石
が
見
つ
か
る
な
ど

し
、
薩
摩
川
内
市
鹿
島
支
所
（
０
９
９

６
９-

４-

２
２
１
１
）
に
保
存
・
展
示

さ
れ
て
い
る
。 

年
月
を
か
け
て
で
き
た
我
が
国
の

三
大
ト
ン
ボ
ロ
の
一
つ
で
あ
る
里
町

⑲
（
上
甑
島
）
や
天
然
記
念
物
「
長
目

の
浜
」
⑳
（
上
甑
島
）
の
大
パ
ノ
ラ
マ

が
各
々
の
展
望
所
か
ら
眺
望
で
き
、
カ

ノ
コ
ユ
リ
の
自
生
が
見
ら
れ
る
。
ま
さ

に
絶
海
の
孤
島
で
あ
り
、
自
然
の
手
の

ひ
ら
の
中
で
生
き
、
今
に
暮
ら
す
我
々

は
、
た
ま
の
人
生
の
節
目
に
甑
島
を
訪

れ
、
八
千
万
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
、
手
つ
か
ず
の
大
自
然
と
向
き
合
う
な
ら
ば
、
そ
の
生
涯
が
一
瞬
で
あ
る
こ
と
に
言
葉
を
失
く
す

で
あ
ろ
う
。
本
風
景
街
道
ば
か
り
か
、
地
形
・
地
質
の
上
で
は
九
州
の
風
景
街
道
最
大
の
見
せ
場
で

あ
る
。 

な
お
、
２
０
１
５
年
に
、
甑
島
は
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。
前
述
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
遅
き

に
失
し
た
感
が
あ
る
が
、
内
容
は
絶
海
の
孤
島
の
ま
ま
に
、
島
そ
の
も
の
が
大
自
然
の
博
物
館
を
な

し
て
い
る
。 

 

 

以
上
に
述
べ
た
「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
に
お
け
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
五
色
の
自
然
は
時

代
を
越
え
て
不
変
で
あ
る
。５
通
り
の
リ
ン
ク
を
繋
い
で
、「
五
色
の
自
然
」に
彩
ら
れ
る
別
天
地
を
、

生
涯
の
節
目
、
節
目
に
巡
っ
て
は
と
奨
め
る
も
の
で
あ
る
。 

幸
い
に
、
わ
が
国
の
南
西
に
位
置
す
る
と
は
い
え
、
空
港
、
九
州
新
幹
線
、
九
州
自
動
車
道
・
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
と
高
速
交
通
体
系
が
完
備
。
こ
れ
ら
か
ら
、
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
は
、

交
通
の
利
便
性
が
高
く
、
日
常
の
都
市
住
ま
い
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
。
休
暇
や
週
末
な
ど
を
利
用

し
、
非
日
常
性
が
強
い
自
然
を
め
ぐ
り
、
都
市
と
北
薩
摩
を
往
来
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
ご
と
き
て
く

だ
お
い
も
し
た
」。
朴
訥
な
隼
人
の
血
を
引
く
地
元
の
人
々
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
つ
つ
、
い
つ
か
ら

で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
皆
さ
ん
の
訪
れ
を
期
待
し
て
い
る
。 

 

２ 

薩
摩
藩
の
武
家
屋
敷
群
「
麓
」
を
訪
ね
る 

（
表
１
お
よ
び
図
３
） 

  

安
土
桃
山
時
代
、
島
津
氏
は
九
州
の
平
定
に
挑
ん
だ
。
し
か
し
、
１
５
８
７
年
、
豊
臣
秀
吉
の
九

図 3 北薩摩に残る主な麓（武家屋敷群） 
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州
制
圧
に
屈
し
、
ま
た
、
１
６
０
０
年
の
関
ヶ
原
で
も
負
け
戦
で
あ
っ
た
が
、
薩
摩
、
大
隅
、
日
向

諸
県
郡
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
も
の
の
安
堵
さ
れ
生
き
の
び
た
。
そ
の
際
、
こ
う
し
た
辺
境
の
地
を
守

り
、
国
内
だ
け
で
な
く
異
国
か
ら
の
守
り
の
た
め
の
島
々
を
含
め
て
藩
内
を
地
区
割
し
、
多
く
の
外

城
や
関
所
、
番
所
を
設
け
て
武
士
を
配
し
た
こ
と
か
ら
、
全
人
口
の
４
分
の
１
を
超
え
る
武
士
が
い

た
と
さ
れ
る
。 

 

⑴ 

外
城
制
度
と
武
家
屋
敷
群
の
麓
と
は 

 そ
し
て
、
１
６
１
５
年
、
江
戸
幕
府
は
「
一
国
一
城
令
」
を
公
布
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
に
対
処

す
る
た
め
に
、
島
津
藩
は
、
鹿
児
島
に
鶴
丸
城
を
構
築
し
て
本
城
（
こ
れ
を
内
城
と
呼
ん
だ
）
と
し
、

そ
れ
以
外
の
藩
内
各
地
に
あ
っ
た
外
城
（
多
く
は
小
山
や
丘
の
上
に
あ
っ
た)

を
全
て
壊
し
た
。
そ
の

際
、
中
世
以
来
の
外
城
単
位
の
地
域
割
り
は
原
則
的
に
維
持
し
、
軍
事
お
よ
び
行
政
の
上
で
、
領
主

や
地
頭
が
地
域
を
治
め
る
制
度
が
新
た
に
工
夫
さ
れ
た
。 

地
域
の
数
は
江
戸
時
代
の
後
半
で
１
１
３
と
も
い
わ
れ
、こ
れ
が
外
城
制
度（
と
じ
ょ
う
せ
い
ど
）

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
見
か
け
の
上
で
は
一
国
一
城
の
姿
だ
が
、
よ
く
見
る
と
、

内
城
と
そ
の
周
り
だ
け
の
城
下
町
と
い
う
考
え
で
な
く
、
藩
全
体
が
軍
事
お
よ
び
行
政
の
上
で
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、
全
国
に
類
を
見
な
い
巧
み
な
要
塞
状
の
藩
体
制
を
作
り
上
げ
た
。
建
造

物
と
し
て
の
外
城
そ
の
も
の
は
な
い
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
外
城
が
あ
っ
た
こ
れ
ま
で

の
山
裾
な
ど
に
「
地
頭
仮
屋
（
地
頭
館
）」
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
を
軍
事
・
地
域
行
政
の
拠
点
と
し
、

そ
の
周
り
に
武
家
屋
敷
群
か
ら
な
る
集
落
（
こ
れ
を
麓
と
称
し
た
）
が
つ
く
ら
れ
、
藩
全
体
に
武
士

を
分
散
配
置
し
た
。 

こ
の
地
域
自
治
体
の
ト
ッ
プ
は
領
主
ま
た
は
地
頭
だ
が
、
寛
永
以
降
、
彼
ら
は
鹿
児
島
城
下
町
に

定
住
し
、
必
要
に
応
じ
や
っ
て
き
て
は
政
務
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
麓
の
こ
と
は
実
質
的

に
噯
（
あ
つ
か
い
）、
組
頭
、
横
目
の
三
役
が
取
り
仕
切
っ
た
。
噯
は
ま
と
め
役
の
こ
と
で
、
後
に
郷

士
年
寄
と
改
称
、
組
頭
は
軍
事
訓
練
や
郷
士
の
取
り
締
ま
り
、
横
目
は
商
業
、
事
故
、
検
察
な
ど
を

担
当
し
た
。
ま
た
、
本
城
に
詰
め
る
武
士
（
城
下
士
）
に
対
し
て
、
地
域
（
麓
）
に
住
む
武
士
た
ち

は
、
普
段
は
農
業
を
営
み
、
一
旦
こ
と
が
あ
る
と
き
は
領
主
や
地
頭
の
指
揮
の
も
と
に
武
士
と
し
て

戦
う
半
農
半
士
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
た
ち
を
郷
士
と
い
い
、
三
役
に
携
わ
る
人
々
を
上
級
郷
士

と
呼
ん
だ
。
こ
れ
は
、
村
あ
る
い
は
外
城
の
単
位
を
後
に
郷
と
称
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。 

要
す
る
に
、
一
般
的
な
外
城
制
度
は
、
か
つ
て
の
山
城
な
ど
の
廃
城
、
そ
の
裾
な
ど
に
設
け
ら
れ

た
地
頭
仮
屋
、
そ
れ
に
隣
接
し
て
整
備
さ
れ
た
武
家
屋
敷
群(

麓)

と
、
そ
の
周
り
の
村
や
商
人
町
な

ど
か
ら
な
る
地
域
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。 

外
城
制
度
に
は
二
種
類
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
島
津
一
門
や
重
臣
に
よ
る
２
１
か
所
の
私
領
地
で
あ

り
、
領
主
が
地
頭
を
兼
ね
た
。
天
璋
院
篤
姫
の
実
家
で
有
名
に
な
っ
た
今
和
泉
家(

指
宿
市)

や
、
特

攻
隊
の
基
地
が
あ
っ
た
知
覧
の
麓
（
南
九
州
市
）
は
私
領
地
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
島
津
宗
家
直

轄
の
外
城
制
度
・
麓
で
あ
り
、
全
体
の
八
割
以
上
が
こ
の
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
、「
御
仮
屋
」
は
、

外
城
制
度
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
城
山
の
裾
に
配
さ
れ

た
と
は
い
え
、
周
辺
一
帯
で
や

や
小
高
い
要
所
に
設
け
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
明
治
時
代
の
改

革
で
は
、
そ
の
跡
地
に
小
学
校

あ
る
い
は
役
場
と
い
っ
た
公
共

用
地
に
用
い
ら
れ
、
現
在
に
伝

え
ら
れ
る
例
が
多
数
見
受
け
ら

れ
る
。 

ま
た
、
郷
士
の
た
め
の
武
家

屋
敷
群
を
な
す
麓
に
つ
い
て

は
、
大
路(

馬
場)

と
小
路
の
組

み
合
わ
せ
で
、
格
子
状
の
道
路

網
を
な
す
よ
う
に
見
え
る
構
図

だ
が
、
守
り
を
固
め
る
意
味
で
、

適
度
に
行
き
止
ま
り
や
、
Ｔ
字
、

筋
違
い
の
交
差
部
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
写
真
㉒
に
見
る
よ

う
に
、
石
垣
の
上
に
生
垣
を
重

ね
た
塀
を
持
つ
武
家
屋
敷
が
並

ぶ
が
、
そ
の
屋
敷
前
は
幅
広
の

通
り
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
○
○
馬

場
」
と
呼
び
、
乗
馬
や
馬
術
の
練

習
が
行
わ
れ
た
。 

郷
士
の
屋
敷
は
、
通
り
か
ら

少
し
引
き
込
ん
で
各
戸
毎
に
門

が
あ
っ
た
り
、
な
か
っ
た
り
す

る
が
、
あ
る
場
合
は
、
腕
木
門
、

石
柱
門
、
ま
た
は
植
栽
門
が
造

ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
前
後
は
石

垣
上
に
犬
槇
や
お
茶
の
木
の
生

垣
を
の
せ
て
連
な
る
長
い
塀
を

な
し
、
い
く
つ
か
の
屋
敷
が
背

表１ 北部薩摩地域に残る主な麓 

町、市 郷 麓 特　徴 麓保存状態 郷士 仮屋敷跡 城跡 その他

長島町 長島 ― 麓を設けず、郷士が分散居住 × 1136人 長島町役場 堂崎城 1565年堂崎城を攻略し薩案領

野田 野田麓 街道に沿って武家屋敷がよく残る。 ○ 396人 野田小学校 亀井山城 感応禅寺(薩摩家1～5代の菩提寺）

高尾野 高尾野麓 × 856人 柴引1406番地 高尾野城 石敢当、田の神さあ

出水 出水麓 最大の外城(郷）、武家屋敷群が良く残る ○ 2610人 出水小学校 出水城 諏訪神社

阿久根市 阿久根 山下/高松町 阿久根城の麓から高松町に移転(元禄３年) × 215人 阿久根小学校 阿久根城

入来 入来麓 私領、武家屋敷群が良く残る ○ 1080人 入来小学校

平佐 平佐麓 私領 × 1634人 平佐西小学校 北郷家墓所

隈之城 隈之城麓 △ 956人 向田本町 二福城

高江 高江麓 △ 344人 仮屋橋付近 峰が城 南方神社、江の口橋（石橋）

高城 高城麓 〇 1528人 妹背城

水引 宮内麓 △ 573人 水引城 新田神社、武内神社

東郷 東郷麓 × 旧東郷小学校 鶴ヶ岡城 摩崖仏

樋脇 樋脇麓 ○ 252戸 樋脇城

藺牟田 藺牟田麓 私領 × 508人 藺牟田村役場 藺牟田城 藺牟田池

黒木 黒木麓 私領 × 420人 黒木小学校

大村 下手麓 × 544人 旧大村小学校 大村古城

甑島 里町の麓 武家屋敷群 ○ 里小学校 亀城 津口番所址

〃 手打の麓 手打湾に沿うように700m続く武家屋敷群 ○ 下甑支所 津口番所址、下甑郷士館(旧和田家）

いちき 串木野 串木野麓 × 712人 串木野小学校 串木野城 旧入来邸、南方神社

串木野市 市来 市来麓 × 市来支所

〃 東市来麓/長里麓 × 鶴丸小学校 鶴丸城

日置市 伊集院 伊集院麓 × 967人 伊集院小学校 徳重神社（妙円寺詣り）

〃 美山麓 文禄･慶長役時朝鮮人陶工を郷士として処遇 ○ 薩摩焼の里

1358人

出水市

清色城  江戸期の漆喰壁土蔵,増田家住宅

1950人

薩

摩

川

内

市
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中
合
わ
せ
の
街
区
構
成
で
、
そ
の

内
側
の
屋
敷
間
は
園
路
で
行
き
来

で
き
る
構
図
で
あ
っ
た
。 

要
す
る
に
、
攻
め
難
く
守
り
易

い
構
造
の
集
落
や
屋
敷
の
ブ
ロ
ッ

ク
構
成
で
あ
る
。
禄
を
受
け
る
の

で
な
く
、
武
士
と
農
業
の
両
立
で

自
給
自
足
を
目
指
す
武
家
社
会
を

構
築
し
た
の
が
薩
摩
の
外
城
制
度

と
武
家
屋
敷
群
か
ら
な
る
麓
を
拠

に
し
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
、
他
の
藩
の
城

下
町
を
核
と
す
る
地
域
の
体
制
と

は
性
質
が
異
な
る
。 

⑵ 

北
薩
摩
地
域
の
主
な
麓 

本
風
景
街
道
の
北
薩
摩
地
域
４

市
１
町
に
残
る
麓(

武
家
屋
敷
群)

を
拾
い
出
せ
ば
表
１
の
と
お
り
で

あ
る
。
大
方
は
旧
来
の
外
城(

郷)

ご
と
に
麓
が
あ
り
、
明
治
の
初
期

ま
で
続
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
姿

や
地
名
だ
け
が
残
る
の
で
な
く
、
今
な
お
人
が
住
み
生
活
し
て
い
る
。 

北
薩
摩
地
域
の
麓
の
中
で
、
出
水
、
入
来
は
、
薩
摩
藩
全
体
で
見
て
も
知
覧
と
共
に
三
大
武
家
屋

敷
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
昔
の
姿
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
甑
島
の
武
家
屋
敷
は
、
島
な
ら

で
は
の
趣
が
あ
り
独
特
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。 

以
下
、
風
景
街
道
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
そ
の
周
辺
に
あ
る
武
家
屋
敷
な
ど
に
つ
い
て
、
保
存
状
態

や
規
模
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
著
者
が
歩
き
訪
ね
た
と
こ
ろ
を
、
個
人
的
印
象
や
感
想
を
含
め
て
紹
介

し
よ
う
。 

❶ 

出
水
市
に
残
る
国
境
の
麓 

出
水
郷
（
現
在
の
出
水
市
）
出
水
市
は
薩
摩
藩
に
と
り
藩
境
の
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
。
薩
摩
街
道

（
国
道
３
号
）
を
水
俣
か
ら
南
に
下
る
と
篤
姫
ロ
ー
ド
沿
い
の
肥
薩
の
境
（
出
水
市
下
鯖
町
）
に
至

る
が
、
そ
こ
に
は
１
６
０
０
年
頃
に
設
け
ら
れ
た
「
野
間
之
関
所
」
㉑
が
あ
っ
た
。
薩
摩
藩
三
大
関

所
の
一
つ
で
あ
り
、
厳
し
く
取
り
締
り
、
守
り
を
固
め
た
。 

「
薩
摩
び
と
、
い
か
に
や
い
か
に
、
刈
萱
も 

と
ざ
さ
ぬ
御
代
と
は
知
ら
ず
や
」 

あ
ま
り
に
も
関
所
の
取
締
り
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、

高
山
彦
九
郎
（
江
戸
後
期
の
尊
皇
思
想
家
）
が
書
き
残

し
た
一
文
で
あ
る
。 

 

こ
の
野
間
之
関
所
か
ら
国
道
３
号
を
少
し
山
側

に
、
国
道
４
４
７
号
を
経
由
し
て
か
つ
て
の
菱
刈
街

道
を
進
む
と
、
九
州
新
幹
線
の
出
水
駅
に
遭
遇
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
南
に
米
ノ
津
川
が
あ
り
、
そ
れ
を
渡
る

と
さ
ら
に
平
良
川
が
分
岐
し
、
こ
れ
ら
両
者
に
挟
ま

れ
た
扇
状
地
に
存
在
す
る
の
が
、
有
名
な
「
出
水
の

麓
」
で
あ
る(

図
４)
。 

あ
る
い
は
、
国
道
４
４
７
号
の
広
瀬
橋
交
差
点
か

ら
県
道
３
７
２
号
を
さ
つ
ま
町
方
面
に
少
し
走
る

と
、
本
町
、
出
水
小
学
校
前
と
い
う
交
差
点
が
あ
り
、

㉓ 武家屋敷税所邸の門と屋敷内の部屋の状況          ㉒ 竪馬場 

図 4 出水麓の武家屋敷配置図 
 

㉑ 野間之関所跡 
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そ
の
左
側
で
あ
る
。
一
帯
は
、
単
に
「
麓
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
御
仮
屋
門
が
残
る

出
水
小
学
校
を
目
指
せ
ば
迷
う
こ
と
は
な
い
。 

出
水
の
麓
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
の
ロ
ケ
地
で
あ
る
。
中
世
の
山
城
「
出
水
城
」
が

あ
り
、
そ
の
麓
の
丘
陵
部
に
関
ケ
原
の
戦
い
の
前
年
か
ら
３
０
年
を
か
け
て
武
家
屋
敷
が
整
備
さ
れ

た
。 ２

８
１
０
人
と
い
う
多
く
の
郷
士
が
住
み
着
い
て
防
衛
の
任
に
当
り
、
面
積
は
４
４
㏊
と
藩
内
最

大
規
模
で
あ
る
。
武
家
屋
敷
は
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受
け
、
保
存
が
進
め
ら
れ
、

保
存
・
復
元
状
態
は
極
め
て
良
い
。 

武
家
屋
敷
に
つ
い
て
、
公
開
さ
れ
て
い
る
旧
税
所
（
さ
い
し
ょ
）
邸
㉓
を
見
学
す
れ
ば
、
屋
敷
を

守
る
石
垣
・
生
垣
の
組
み
合
わ
せ
、
道
路
と
屋
敷
地
の
高
低
差
、
武
家
門
と
玄
関
の
筋
違
い
、
表
玄

関
と
内
玄
関
の
使
い
分
け
、玄
関
横
の
屋
内
で
弓
の
練
習
が
で
き
る
高
い
天
井
な
ど
の
工
夫
が
あ
る
。

そ
の
上
で
、
広
間
を
挟
む
下
座
敷
、
次
の
間
、
上
座
敷
、
奥
座
敷
、
跳
ね
上
げ
式
階
段
の
２
階
の
隠

れ
部
屋
と
６
部
屋
を
数
え
、
居
間
と
表
玄
関
が
正
面
に
向
き
あ
っ
て
い
る
。
税
所
家
は
麓
の
要
職
を

務
め
た
上
級
郷
士
で
、
そ
れ
相
応
の
広
い
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。 

江
戸
時
代
の
始
め
に
島
津
義
久
が
帖
佐
か
ら
移
設
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
も
出
水
小
学

校
の
正
門
と
し
て
御
仮
屋
門
㉔
が
残
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
石
垣
・
生
垣
の
町
並
み
㉒
、
宮
地
邸

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ロ
ケ
地
で
、
庭
の
み
公
開
）、
三
原
邸
（
土
日
の
み
公
開
）、
税
所
邸
㉓
、
竹
添
邸
、
武
宮

邸
と
い
っ
た
公
開
さ
れ
た
武
家
屋
敷
が
あ
る
。
庭
や
屋
敷
を
覗
き
な
が
ら
の
ん
び
り
と
馬
場
通
り
な

ど
を
歩
け
ば
、
４
０
０
年
の
時
を
超
え
る
麓
の
ま
ち
の
躍
動
が
目
の
前
に
迫
り
、
不
思
議
の
村
に
い

る
気
分
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

㉔ 今も小学校の校門として使われている出水麓の御仮屋門 

㉕ １㎞も直線的に並ぶ野田麓の武家屋敷 

薩
摩
よ
り
み
ち
➀ 

入
来
文
書
と
朝
河
貫
一 

薩
摩
川
内
市
の
入
来
地
区
に
伝
え
ら
れ
た
古
文
書
が
、
日
本
の
封
建
制
度
の
特
徴
を
分
析
す

る
原
資
料
に
な
っ
た
。
研
究
者
は
朝
河
貫
一
エ
ー
ル
大
学
教
授
（
１
８
７
３
～
１
９
４
８
）。
朝

河
貫
一
は
、
戊
辰
戦
争
、
会
津
戦
争
で
朝
敵
と
な
っ
た
福
島
県
二
本
松
出
身
だ
が
、
大
隈
重
信

ら
の
支
援
で
、
米
国
留
学
、
欧
米
と
日
本
の
法
制
史
の
比
較
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
。 

入
来
に
は
領
主
館
を
中
心
に
し
た
武
家
屋
敷
群
「
麓
」
が
現
在
も
残
る
こ
と
で
有
名
だ
が
、

古
文
書
も
多
く
保
存
さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
入
来
院
家
に
関
連
す
る
文
書
に
朝
河
教
授
は
注

目
。
１
０
年
が
か
り
で
解
読
、
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
入
来
」
と
し
て
発

表
、
世
界
的
な
注
目
を
集
め
た
。 

入
来
は
島
津
の
庄
の
一
部
と
し
て
、
京
都
・
近
衛
家
の
荘
園
だ
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る

と
幕
府
か
ら
任
命
さ
れ
た
領
主
・
島
津
家
が
こ
の
地
を
支
配
し
た
。
朝
河
教
授
は
、
そ
の
土
地

支
配
の
内
容
を
入
来
古
文
書
で
細
か
く
分
析
、
「
日
本
の
封
建
制
度
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
土

地
支
配
を
軸
と
す
る
封
建
制
度
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
支
配
の
あ
り
方
、
身
分
制
度
が
よ
り
自

由
な
の
が
特
徴
」
と
結
論
付
け
た
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
土
地
支
配
は
領
主
自
身
が
直
轄
地
を
持
ち
、
直
接
支
配
し
た
た
め
農
奴
な
ど

奴
隷
的
身
分
制
度
が
必
要
だ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
領
主
は
、
家
臣
団
に
農
民
を
監
督
、
徴

税
し
た
が
、
直
接
、
農
民
を
身
分
的
に
奴
隷
的
に
支
配
す
る
制
度
は
な
く
、
農
作
業
の
一
切
を

「
百
姓
」
が
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
、
百
姓
の
独
立
性
、
自
由
度
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
高
く
、

ま
た
、
刀
狩
り
な
ど
に
よ
っ
て
武
士
団
と
農
民
が
完
全
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
比
べ
、
農
民
が
田
畑
に
関
わ
る
自
主
性
は
高
か
っ
た
し
、
武
士
団
が
城
下
に
集
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
民
の
実
質
的
な
自 

由
裁
量
の
幅
は
大
き
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
。 

朝
河
教
授
は
積
極
的
な
平
和
主
義
者
と
し 

て
も
知
ら
れ
、
日
米
の
和
親
を
願
い
、
太
平 

洋
戦
争
の
末
期
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領 

に
天
皇
宛
て
の
親
書
を
書
く
こ
と
を
勧
め
、 

早
期
の
終
戦
を
働
き
か
け
た
が
、
実
ら
な
か 

っ
た
。（
玉
川
） 
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次
に
、
出
水
麓
か
ら
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
沿
う
よ
う
に
国

道
５
０
４
号
が
あ
り
、
野
田
郷
駅
に
至
れ
ば
再
び
中
世
の
山
城
跡

が
あ
り
、
そ
こ
が
「
野
田
麓
」
で
あ
る
。
こ
の
麓
は
、
県
道
３
６

８
号
沿
い
で
約
１
㎞
に
わ
た
り
武
家
門
と
石
垣
が
定
規
を
当
て

た
よ
う
に
し
て
並
び
㉕
、
そ
の
途
中
の
野
田
小
学
校
が
御
仮
屋
跡

で
あ
る
。
ま
た
、
野
田
駅
を
挟
ん
で
海
よ
り
に
「
感
応
禅
寺
」
㉛

-

２
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
、
島
津
宗
家
初
代
か
ら
５

代
ま
で
が
静
か
に
眠
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
出
水
市
に
は
２
つ
の
武
家
屋
敷
が
残
さ
れ
て
い
る
。

地
区
と
し
て
広
が
り
を
持
つ
大
き
な
規
模
の
出
水
麓
と
、
街
道
筋

に
長
々
と
続
く
野
田
麓
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
必
ず
し
も
風
景
ポ
イ
ン
ト
で
な
い
が
、
出
水
市
武
本
に
、

第
三
代
地
頭
・
山
田
昌
厳
（
し
ょ
う
が
ん
）
の
墓
が
あ
る
。
彼
は

島
津
義
弘
に
仕
え
、

朝
鮮
出
兵
や
関
ケ

原
で
名
を
馳
せ
た

人
物
だ
が
、
と
り

わ
け
青
少
年
教
育

に
熱
心
で
、
そ
の

し
つ
け
の
教
え
が

「
出
水
兵
児
修
養

掟
」
と
さ
れ
て
い

る
。 兵

児
（
へ
こ
）
と

は
、
薩
摩
で
は
武

士
の
子
弟
の
こ
と

で
あ
り
、
１
５
～

２
５
歳
の
男
子
で

あ
る
。
そ
う
し
た

青
少
年
の
教
育
の

あ
り
方
が
郷
中
教
育
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
郷
士
の
子
供
た
ち
が
、
先
輩
た
ち
で
後
輩
の
面
倒
を
見
な

が
ら
、
独
特
の
質
実
剛
健
な
学
風
、
士
風
が
醸
成
さ
れ
た
教
育
の
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は

出
水
地
域
だ
け
の
こ
と
で
な
い
。
薩
摩
藩
全
体
の
人
材
育
成
の
あ
り
方
で
も
あ
り
、
薩
摩
男
児
の
気

風
を
生
み
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
が
「
出
水
兵
児
修
養
掟
」
に
あ
る
。 

竪
馬
場
の
最
奥
に
前
述
の
御
仮
屋
門
を
正
門
と
す
る
出
水
小
学
校
㉔
が
あ
り
、
そ
の
向
か
い
の
広

場
で
は
山
田
昌
巌
生
誕
祭
と
し
て
出
水
麓
祭
り
が
毎
年
１
１
月
に
開
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
物
し

て
い
る
と
、
い
ま
だ
に
郷
中
教
育
が
継
承
さ
れ
て
い
る
思
い
で
あ
っ
た
。 

参
考
ま
で
に
、
兵
児
修
養
掟
の
冒
頭
を
紹
介
す
れ
ば
、「
節
義
（
せ
つ
ぎ
＝
た
だ
し
い
こ
と
）
の
嗜

み
（
た
し
な
み
）
と
申
す
も
の
は 

口
に
偽
り
を
言
ハ
ず 

身
に
私
を
構
へ
ず
、
心
直
（
こ
こ
ろ
す

な
お
）
に
し
て
作
法
乱
れ
ず
、
礼
儀
正
し
く
し
て
上
に
諂
（
へ
つ
）
ら
ハ
ず 

下
を
侮
（
あ
な
）
ど

ら
ず
・
・
・
」
で
あ
る
。
現
代
で
も
十
分
通
じ
よ
う
。 

❷ 

薩
摩
川
内
市
の
入
来
麓
、
宮
内
麓
お
よ
び
高
江
麓
（
図
５
、
９
） 

 

出
水
市
に
続
く
長
島
町
は
、
も
と
も
と
は
天
草
氏
の
一
族
が
、
天
草
八
氏
の
一
人
と
し
て
海
に
突

き
出
た
堂
崎
城
に
居
住
し
て
い
た
。
し
か
し
、
１
５
５
４
年
、
相
良
氏
（
人
吉
）
の
弾
圧
に
耐
え
か

ね
、
薩
州
島
津
家
を
頼
り
出
水
に
逃
れ
た
。
そ
の
後
、
野
田
郷
の
島
津
忠
兼
が
長
島
を
攻
略
し
、
こ

れ
を
機
に
薩
摩
領
と
な
っ
た
が
、
集
落
と
し
て
の
麓
は
特
に
作
ら
れ
ず
、
郷
士
は
城
川
内
を
主
に
し

図 5 北薩摩で最も古いといわれる入来麓 

㉖ 入来家の増田家 

武家屋敷 

植樹による見事な武家屋敷

㉗ 今に残る入来麓の武家屋敷 
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て
村
の
中
に
分
散
居
住
し
た
。 

 
長
島
町
の
と
な
り
の
ま
ち
は
阿
久
根
市
。
こ
こ
も
麓
が

存
在
し
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
小
規
模
で
、
ま
た
一
部

は
移
転
し
た
な
ど
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
る
も
の
は
見
当

た
ら
な
い
。 

 

そ
し
て
、
薩
摩
川
内
市
に
入
れ
ば
、
多
く
の
麓
が
残
る

（
表
１
）。
そ
の
中
で
最
も
有
名
な
も
の
が
入
来
（
い
り
き
）

麓
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
遺
跡
や
施
設
の
回
遊
に
合
わ
せ

て
紹
介
す
れ
ば
、
新
田
（
に
っ
た
）
神
社
前
の
宮
内
麓
や
、

川
内
川
河
口
部
の
長
崎
堤
防
近
く
の
高
江
麓
が
あ
る
。 

 

入
来
麓
は
、
川
内
川
の
支
川
・
樋
脇
（
ひ
わ
き
）
川
の

沖
積
地
に
あ
る
古
い
も
の
で
あ
る
（
図
５
）。
鎌
倉
時
代
中

期
に
、
相
模
国
御
家
人
渋
谷
定
心
が
惣
地
頭
と
な
り
、
入

来
院
と
称
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。 

当
初
は
清
色
城
（
き
よ
し
き
じ
ょ
う
）
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
廃
城
後
は
そ
の
麓
に
領
主
館(

現
在
の
入
来
小
学

校)

が
あ
り
、
そ
の
前
面
に
武
家
屋
敷
㉗
（
約
１
９
㏊
）
が

展
開
し
た
。
北
半
分
は
中
世
の
面
影
が
残
る
せ
い
か
不
整

形
だ
が
、
南
半
分
は
整
形
的
な
街
路
網
を
成
す
。
ま
た
、

ま
ち
全
体
に
緑
が
よ
く
い
き
わ
た
り
、
峠
か
ら
眺
め
れ
ば

杜
の
中
に
静
か
に
佇
む
趣
の
麓
で
あ
る
。 

入
来
麓
の
武
家
屋
敷
の
町
並
み
で
独
特
な
の
は
、
木
造
の
武
家
門
に
加
え
て
、
茅
葺
の
武
家
屋
敷

門
➀
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
２
０
１
５
年
の
台
風
で
倒
壊
。
現
在
の

も
の
は
そ
の
後
に
復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
茅
葺
の
旧
増
田
家
住
宅
㉖
が
あ
り
、
同

じ
敷
地
内
に
大
正
期
の
石
蔵
や
そ
の
後
の
浴
室
便
所
が
あ
る
。
ま
る
で
、
時
代
ご
と
に
建
物
を
追
加

し
モ
デ
ル
展
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。 

前
記
以
外
で
は
、
樋
脇
川
の
石
を
使
用
し
た
玉
石
垣
と
そ
の
石
垣
の
上
に
植
え
ら
れ
た
茶
の
木
や

犬
槇
な
ど
の
生
垣
、
大
手
門
前
の
濠
や
馬
場
、
下
門
口
を
備
え
た
御
仮
屋
跡
、
か
つ
て
の
外
城
へ
の

切
り
通
し
な
ど
と
多
く
の
史
跡
・
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
る
。
麓
の
中
で
も
、
中
世
、
近
世
に
ま
た

が
る
色
彩
が
あ
り
、
歴
史
的
価
値
は
極
め
て
高
く
、
よ
く
ぞ
残
っ
た
と
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

 

薩
摩
川
内
市
の
中
心
市
街
地
に
も
ど
り
、
そ
の
横
を
流
れ
る
川
内
川
に
架
か
る
開
戸
橋
を
渡
り
、

川
沿
い
を
下
流
に
進
め
ば
、
新
田
神
社
か
ら
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
参
道
に
至
る
。
こ
の
辺
一
帯
を
宮
内

町
と
い
い
、
さ
ら
に
下
れ
ば
、
銀
杏
木
川
の
排
水
機
場
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
近
く
に
見
落
と
し

が
ち
な
小
さ
い
武
内
神
社
（
新
田
神
社
の
末
社
）
が
あ
り
、
そ
の
前
面
に
伸
び
る
道
路
沿
が
宮
内
麓

の
武
家
屋
敷
群
㊴
で
あ
る
。
規
模
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
生
け
垣
を
主
体
に
し
て
、
犬
槇
に

よ
る
植
栽
門
㉗
は
、
入
来
の
そ
れ
に
匹
敵
し
、
大
変
素
晴
ら
し
い
造
形
を
な
し
て
い
る
。 

南
九
州
西
回
り
道
の
薩
摩
川
内
高
江
イ
ン
タ
ー
を
下
れ
ば
県
道
４
３
号
。そ
れ
を
川
内
川
の
河
口
・

久
見
崎
に
向
か
う
と
、
Ｉ
Ｃ
か
ら
１
つ
目
の
バ
ス
停
「
高
江
麓
」
に
至
る
。
そ
こ
か
ら
高
江
法
隆
寺
、

 ㉘ 薩摩焼窯元が並ぶ美山麓 

薩
摩
よ
り
み
ち
➁ 

薩
摩
焼
の
里
・
美
山
（
み
や
ま
・
鹿
児
島
県
日
置
市
） 

薩
摩
焼
の
里
・
美
山
へ
は
南
九
州
道
西
回
り
が
開
通
し
て
、
鹿
児
島
市
か
ら
３
０
分
足
ら
ず
、

気
軽
に
行
け
る
「
焼
き
物
の
里
」
と
な
っ
た
。
美
山
Ｉ
Ｃ
で
降
り
て
間
も
な
く
「
沈
寿
官
窯
」
に

出
会
う
。
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
で
連
れ
て
こ
ら
れ
た
陶
工
約
８
０
人
が
、
望
郷
の
思
い
に
か
ら
れ
な

が
ら
作
陶
に
い
そ
し
み
、
名
品
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。
現
在
、
１
５
代
目
。 

骨
太
い
武
家
門
を
く
ぐ
っ
て
、
す
ぐ
歴
代
・
沈
寿
官
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
「
陶
芸
館
」
が
あ

り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
と
続
く
。
白
地
に
美
し
い
花
模
様
の
伝
統
的
な
作
品
か
ら
現
代
的
な
１
５
代

の
作
品
ま
で
堪
能
で
き
る
。
登
り
窯
の
横
道
を
登
っ
て
、
作
陶
風
景
を
見
学
、
足
を
進
め
る
と
、

司
馬
遼
太
郎
の
「
故
郷
忘
じ
難
く
候
」
の
文
学
碑
が
あ
る
。 

２
０
１
５
年
は
美
山
窯
元
祭
り
の
３
０
回
目
で
、
国
民
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
。
薩
摩
焼
窯
元
の
ほ
か
、
木
工
、
ガ
ラ
ス
工
芸
な
ど
工
房
め
ぐ
り
や
陶
遊
館
で
の

陶
芸
体
験
な
ど
、
石
垣
と
竹
林
、
そ
し
て
薩
摩
藩
主
が
泊
ま
っ
た
御
仮
屋
跡
な
ど
「
美
山
を
遊
ぶ
」

一
日
は
、
四
季
折
々
、「
見
る
」「
食
べ
る
」「
体
験
す
る
」
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
い
。（
玉
川
） 
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峰
山
小
学
校
の
方
向
に
入
っ
た
路
地
沿
い
が
高
江
麓
の
武
家
屋
敷
で
あ
る
（
図
９
）。
小
学
校
は
高
台

に
あ
り
、
峰
ヶ
城
の
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
石
垣
と
犬
槇
の
生
垣
に
よ
る
路
地
に
武
家
屋
敷
が
並
び
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
木
造
の
武
家
門
や
石
垣
よ
り
も
、
生
け
垣
が
目
立
つ
な
ど
か
ら
、
宮
内
麓
と

同
様
に
、
農
村
的
な
集
落
の
色
彩
が
強
い
。 

 

武
家
屋
敷
を
突
き
抜
け
る
と
川
内
川
に
流
れ
込
む
小
さ
な
支
川
に
出
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
川
下
に

向
か
え
ば
、
先
に
述
べ
た
石
橋
「
江
之
口
橋
」
⑭
に
遭
遇
す
る
。 

❸ 

陶
工
た
ち
の
美
山
麓 

 

い
ち
き
串
木
野
市
に
は
、
市
来
麓
お
よ
び
串
木
野
麓
が
存
在
し
た
。
共
に
、
そ
の
面
影
が
一
部
に

残
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、現
実
は
、出
水
や
入
来
の
よ
う
に
明
確
に
ま
と
ま
っ
た
武
家
屋
敷
は
な
い
。 

 

日
置
市
の
伊
集
院
麓
も
同
様
で
あ
る
。
地
頭
仮
屋
の
門
が
伊
集
院
小
学
校
か
ら
個
人
住
宅
に
移
さ

れ
、
再
び
元
に
戻
さ
れ
る
な
ど
変
遷
し
た
。
ま
た
、
武
家
屋
敷
は
大
光
寺
裏
の
路
地
に
そ
れ
ら
し
い

雰
囲
気
が
残
る
に
過
ぎ
な
い
。 

こ
れ
ら
の
麓
の
消
滅
は
、
鹿
児
島
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
市
街
化
が
進
み
、
ま
ち
の
変
化
が

激
し
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
麓
が
都
市
に
飲
み
込
ま
れ
る
実
態
が
読

み
取
れ
る
。 

 

た
だ
、
伊
集
院
麓
で
留
意
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
独
立
し
た
麓
で
は
な
い
が
、
美
山
麓
㉘
が

存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
頭
仮
屋
は
伊
集
院
麓
に
あ
っ
た
も
の
の
、
武
家
門
や
石
垣
と
生
垣
に

よ
る
形
の
整
っ
た
屋
敷
を
い
ま
な
お
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
で
朝
鮮

か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
陶
工
た
ち
の
窯
元
で
あ
り
、
陶
工
を
郷
士
と
し
て
厚
遇
し
た
こ
と
に
よ
る
。 

以
来
、
四
百
年
に
及
び
、
１
２
の
窯
元
が
薩
摩
焼
の
火
を
守
り
続
け
て
い
る
。
毎
年
１
１
月
に

な
る
と
美
山
窯
元
祭
り
が
あ
る
。「
さ
つ
ま
焼
の
郷
」
を
見
る
傍
ら
、
寄
り
道
す
る
価
値
は
十
分
に

あ
り
、
歴
史
の
証
人
を
見
る
と
し
て
立
ち
寄
る
こ
と
を
お
奨
め
す
る
。 

❹ 

甑
島
の
武
家
屋
敷
（
図
１
２
） 

 

甑
島
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
小
川
氏
が
治
め
、
亀
城
を
築
い
た
が
、
１
５
９
５
年
に
日
置
郡
田
布

施
（
南
さ
つ
ま
市
）
に
移
封
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
島
津
藩
が
直
轄
地
と
し

て
治
め
る
こ
と
と
な
り
、
外
城
制
度
の
枠
の
も
と
に
、
里
、
中
甑
、
手
打
に
地
頭
仮
屋
が
置
か
れ
、

上
甑
島
の
里
、
下
甑
島
の
手
打
ち
に
郷
士
が
住
む
麓
が
築
か
れ
た
。 

上
甑
で
は
、
亀
城
の
裾
で
、
現
在
の
里
小
学
校
の
位
置
に
地
頭
仮
屋
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
拠
点

に
し
て
麓
㉙
が
形
成
さ
れ
、
島
の
村
々
を
治
め
る
と
と
も
に
、
海
路
を
往
来
す
る
船
の
監
視
を
行

っ
た
。
下
甑
島
の
手
打
で
は
、
現
在
の
市
役
所
下
甑
支
所
の
位
置
に
地
頭
仮
屋
が
あ
り
、
ま
た
出

入
り
す
る
船
舶
を
調
べ
る
津
口
番
所
が
置
か
れ
た
が
、
写
真
㉚
に
見
る
よ
う
に
、
手
打
湾
に
沿
っ

て
湾
曲
し
た
通
り
に
沿
っ
た
麓
が
形
成
さ
れ
た
。 

こ
れ
ら
の
麓
は
今
も
残
る
が
、
海
岸
な
ど
で
容
易
に
え
ら
れ
る
大
き
目
の
丸
石
を
用
い
て
、
高

さ
１
～
２
ｍ
ほ
ど
に
き
れ
い
に
積
み
重
ね
て
石
垣
を
つ
く
り
、
そ
の
上
の
生
け
垣
と
し
て
、
犬
槇

だ
け
で
な
く
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
な
ど
島
の
樹
木
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
ソ
テ
ツ
や
カ
ノ
コ
ユ
リ

な
ど
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
か
ら
顔
を
出
し
、
開
花
の
時
期
に
な
る
と
、
本
土
と
は
違
っ
て
、
南
国
ら
し

さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
水
や
入
来
な
ど
に
見
る
よ
う
な
厳
格
な
門
は
見
ら
れ
ず
、
屋
敷

内
の
家
屋
は
当
時
の
も
の
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
南
国
沖
縄
風
の
寄
棟
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

  

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
九
州
の
南
に
位
置
す
る
薩
摩
に
は
、
ヤ
マ
ト
よ
り
早
い
段
階
か
ら
隼
人

と
呼
ぶ
人
々
が
住
み
、
暮
ら
し
を
立
て
て
き
た
。
そ
の
せ
い
か
天
孫
降
臨
に
関
わ
る
ビ
ッ
ク
な
話
が

あ
り
、
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
連
な
る
山
か
ら
山
の
風
景
を
な
が
め
て
い
る
と
、
さ
も
あ
ら
ん
と
の
思

三 

文
明
を
築
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
薩
摩
の
ま
ち
を
行
く 

 

㉚ 手打（下甑島）の武家屋

㉙ 里（上甑島）の武家屋
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い
に
ひ
た
る
こ
と
も
あ
る
。 

一
方
、
山
田
昌
巌
の
「
出
水
兵
児
修
養
掟
」
で
な
い
が
、
類
す
る
も
の
に
薩
摩
男
子
の
気
質
を
表

す
「
薩
摩
兵
児
謡
（
薩
摩
ブ
ニ
セ
う
た
）」
が
あ
る
。
い
つ
頃
か
ら
か
は
不
明
だ
が
、
宴
席
な
ど
で
よ

く
歌
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
１
節
を
紹
介
す
れ
ば
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
お
ど
ま
薩
州 

薩
摩
の
ぶ
に
せ 

 

色
は
黒
く
て
よ
こ
ば
い
の
こ
じ
っ
く
い 

今
じ
ゃ
こ
げ
ん
し
て 

か
ら
い
も
ど
ん 

 

く
っ
ち
ょ
ど
ん
や
が
ち
ゃ 

 

天
下
の
ご
意
見
番
じ
ゃ 

 

そ
ん
と
き
ゃ
ワ
イ
ド
ン
も 

オ
イ
げ
え
こ
ん
か 

オ
イ
げ
え
こ
ん
か
」 

あ
る
い
は
、
薩
摩
言
葉
は
、
当
然
な
が
ら
薩
摩
の
暮
ら
し
の
中
で
生
ま
れ
た
が
、
同
じ
九
州
に
住

ん
で
い
て
も
大
変
分
か
り
難
い
。「
コ
ケ
オ
ジ
ャ
タ
モ
ン
セ
」。「
ア
ガ
イ
ヤ
ッ
タ
モ
ン
セ
」。
前
者
は

〝
こ
ち
ら
に
お
い
で
く
だ
さ
い
〟
、
後
者
は
〝
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
、
お
上
が
り
く
だ
さ
い
〟

と
の
こ
と
で
あ
る
。 

甑
島
で
は
地
形
が
厳
し
く
、
交
通
を
船
に
頼
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
岸
と
は
交
流
で
き
て
も
、
島
の

中
央
の
山
で
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
集
落
と
の
行
き
来
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
集
落
ご

と
で
も
言
葉
が
異
な
り
、
お
互
い
に
通
じ
に
く
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
を
並
べ
た
て
る
と
、
薩
摩
に
は
前
章
に
述
べ
た
こ
と
以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
特
異
な
出
来
事
や
風
習
、
遺
跡
、
文
化
が
あ
り
、
気
質
が
あ
る
こ
と
が
容
易
に
推
察
で
き
る
。
そ

こ
で
、「
い
ず
み
」、「
せ
ん
だ
い
」、「
こ
し
き
」
の
３
地
区
で
構
成
さ
れ
る
北
薩
摩
地
区
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
固
有
の
風
景
ポ
イ
ン
ト
を
加
え
な
が
ら
、
以
下
で
は
ま
ち
や
地
域
の
巡
り
を
紹
介
し
よ
う
。

〝
薩
摩
を
ゆ
う
と
見
て
く
い
や
ん
せ
”
で
あ
る 

。 

 

１ 
季
節
で
異
な
る
「
い
ず
み
地
区
」
の
回
遊 

 

 

⑴ 

特
別
天
然
記
念
物
の
ツ
ル
と
薩
州
島
津
の
里
・
出
水
を
巡
る 

 

図
６
は
、
い
ず
み
地
区
の
出
水
市
に
お
け
る
主
要
な
風
景
ポ
イ
ン
ト
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
前
章
ま
で
に
述
べ
た
諸
内
容
に
加
え
、
出
水
駅
近
く
の
山
手
に
東
光
山
（
と
う
こ
う
ざ

里の武家屋敷 

㉛-1夕日沈むツルの渡来地出水平野(東光山公園より) 

㉛-2 感応禅寺の仁王門 

図 6 季節で異なるツルの里・出水の回遊 



17 
 

ん
。
標
高
１
６
０
ｍ
）
公
園
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
写
真
㉛-

１
に
見
る
よ
う
に
、
出
水
の

市
街
地
お
よ
び
出
水
平
野
を
一
望
す
る
の
に
好
都
合
な
こ
と
に
よ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
ツ
ル
の
飛
来
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
１
０
月
～
３
月
の
越
冬
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
ツ
ル
博
物
館
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
期
間
と
、
そ
れ
以
外
で
出
水
市
内
の
回
遊
は
異
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
春
、
夏
は
、
二
章
の
第
２
節
に
紹
介
し
た
出
水
麓
、
野
田
麓
の
武
家

屋
敷
を
主
に
し
た
回
遊
と
な
り
、こ
れ
ら
に
追
加
す
る
の
が
加
紫
久
利
神
社
と
、薩
州
島
津
家
墓
所
、

箱
崎
八
幡
神
社
、
感
応
禅
寺
で
あ
る
。 

野
間
之
関
所
㉑
近
く
に
加
紫
久
利
神
社
（
米
ノ

津
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
薩
摩
二
の
宮
と
も
い
わ
れ
、

由
緒
あ
る
神
社
だ
が
、
西
南
戦
争
で
全
焼
し
た
。

そ
の
後
、
最
近
に
な
り
復
活
し
改
築
さ
れ
た
も
の

で
、
薩
摩
に
あ
っ
て
歴
史
を
刻
み
、
語
り
継
ぐ
神

社
の
一
つ
で
あ
る
。 

一
方
、
箱
崎
八
幡
神
社
お
よ
び
感
応
禅
寺
㉛-

２
、
薩
州
島
津
家
墓
所
は
い
ず
れ
も
島
津
氏
に
関

わ
る
寺
社
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
感
応
禅
寺
は
、

島
津
宗
家
初
代
忠
久
が
創
建
（
１
１
９
４
年
）
し

た
も
の
で
、
日
本
最
古
の
禅
寺
と
い
わ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
は
、「
扶
桑
最
初
禅
窟
」（
後

鳥
羽
上
皇
の
宸
筆
）
の
額
が
か
か
る
福
岡
市
博
多

区
の
聖
福
寺
（
１
１
９
５
年
）
と
競
う
こ
と
に
な

り
、
断
定
は
で
き
な
い
。 

ま
た
、
箱
崎
八
幡
神
社
は
、
福
岡
市
東
区
の
筥

崎
宮
に
同
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
島
津
の
始
祖
・

忠
久
が
、
鎌
倉
か
ら
出
水
の
野
田
へ
下
向
の
際
、

筑
前
博
多
沖
で
時
化
に
合
っ
て
遭
難
し
か
か
っ

た
も
の
の
、
筥
崎
宮
に
請
願
し
難
を
逃
れ
た
。
こ

の
こ
と
に
む
く
い
る
た
め
建
立
し
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
は
日
本
一
の
大
鈴
（
高
さ
４
ｍ
、
直
径
３
．
４
ｍ
）
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。 

薩
州
島
津
家
は
、
室
町
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
存
在
し
た
島
津
家
の
分
家
で
、
一
時

出
水
城
に
入
り
薩
摩
守
と
号
を
称
し
た
一
族
の
墓
所
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
出
水
平
野
は
、
薩
摩
の
北
部
の
中
で
も
島
津
家
の
ル
ー
ツ
と
し
て
絞
り
込

ま
れ
る
地
区
で
あ
る
。
ま
た
、
薩
摩
と
鎌
倉
を
往
来
し
た
島
津
家
と
博
多
の
関
係
が
極
め
て
強
い
。 

 
以
上
の
諸
内
容
を
も
と
に
す
る
と
、
夏
季
は
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
と
国
道
５
０
４
号
に
沿
っ
た
道
路

が
回
遊
の
基
軸
で
あ
る
。
冬
季
は
、
こ
れ
に
出
水
平
野
の
ツ
ル
飛
来
地
の
観
察
が
追
加
さ
れ
、
こ
の

た
め
の
回
遊
路
は
、
図
６
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
道
３
号
を
含
む
ル
ー
プ
型
と
な
る
。 

あ
る
い
は
、
出
水
は
四
季
折
々
の
花
を
さ
か
せ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
の
中
で
規
模
が
大
き
な
所

を
拾
い
だ
せ
ば
、
桜
の
名
所
（
特
攻
碑
公
園
、
東
光
山
公
園
）
や
、
蓮
の
名
所
（
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ

ー
近
く
）
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
郊
外
に
足
を
の
ば
せ
ば
、
菜
の
花
（
上
場
高
原
）、
あ
じ
さ
い
（
東

雲
の
里
あ
じ
さ
い
峡
）、
コ
ス
モ
ス
（
上
場
高
原
）
が
あ
る
。
各
々
の
開
花
期
に
こ
れ
ら
を
追
加
し
て

薩
摩
よ
り
み
ち
③ 

ツ
ル
と
生
き
る
―
人
の
温
か
さ
と
気
候
の
暖
か
さ
を
求
め
て 

出
水
平
野
に
は
、
１
万
羽
を
越
え
る
ツ
ル
た
ち
が
、
遠
い
シ
ベ
リ
ア
か
ら
冬
を
過
ご
し
に
飛

ん
で
く
る
。
ナ
ベ
ツ
ル
、
カ
ナ
ダ
ツ
ル
、
黒
ツ
ル
の
ほ
か
、
丹
頂
ツ
ル
や
迷
鳥
の
ア
ネ
ハ
ツ
ル

も
交
じ
っ
て
い
る
。
羽
を
広
げ
、
低
く
滑
空
し
、
ま
た
高
く
舞
い
上
が
る
ツ
ル
の
群
れ
は
、
世

界
に
ど
こ
に
も
な
い
風
景
だ
。 

ツ
ル
た
ち
を
呼
び
寄
せ
た
の
は
、
鹿
児
島
の
気
温
の
暖
か
さ
、
広
々
と
し
た
干
拓
地
に
魅
せ

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
何
よ
り
出
水
の
人
々
の
「
温
か
さ
」
だ
ろ
う
。
最
初
、
阿
久
根
に
飛
来

し
た
ツ
ル
は
、
隣
の
出
水
の
干
拓
地
に
「
ね
ぐ
ら
」
を
移
し
始
め
た
。
当
時
飛
来
し
て
く
る
ツ

ル
は
約
千
羽
程
度
。
終
戦
直
後
に
は
、
進
駐
軍
の
米
兵
が
レ
ジ
ャ
ー
代
わ
り
の
ハ
ン
チ
ン
グ
で

ツ
ル
を
撃
っ
て
い
た
。
地
元
に
と
っ
て
も
、
農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
ツ
ル
は
迷
惑
鳥
で
あ
っ

た
。 ツ

ル
の
数
も
次
第
に
増
え
、
昭
和
２
７
年
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
第
１
号
に
指
定
さ
れ

た
。
地
元
で
も
「
せ
っ
か
く
渡
っ
て
く
る
ツ
ル
に
“
ね
ぐ
ら
“
を
造
っ
て
や
ろ
う
」
の
声
が
上

が
り
始
め
た
。「
農
作
物
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
餌
も
与
え
よ
う
」。
そ
ん
な
保
護
運
動
の
先

頭
に
立
っ
た
の
が
岡
田
孫
一
さ
ん
。
初
代
の
ツ
ル
監
視
人
と
な
っ
た
人
だ
。
現
在
は
３
代
目
・

時
宗
秀
次
さ
ん
。
ツ
ル
が
飛
来
す
る
１
０
月
末
か
ら
北
帰
行
の
３
月
ま
で
監
視
所
に
常
駐
し

て
、
ツ
ル
の
餌
や
り
な
ど
世
話
を
続
け
て
い
る
。 

時
宗
さ
ん
た
ち
の
心
配
は
、
飛
来
の
途
中
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
死
ぬ
ツ
ル
が

時
々
い
る
こ
と
だ
。
感
染
が
広
が
れ
ば
、
養
鶏
場
の
鶏
の
大
量
処
分
な
ど
に
つ
な
が
る
だ
け
に

鶴
の
観
察
は
気
が
抜
け
な
い
。 

ツ
ル
の
保
護
の
為
に
、
越
冬
地
を 

各
地
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
も
検
討 

さ
れ
て
い
る
。
薩
摩
よ
り
み
ち
風 

景
街
道
の
目
の
玉
風
景
に
な
り
ま 

す
。
同
時
に
鶴
へ
の
理
解
を
深
へ 

て
ほ
し
い
」
と
時
宗
さ
ん
は
願
っ 

て
い
る
。（
玉
川
） 
 

ツル監視人・時宗秀次氏 

表 2 薩摩よりみち地域の長大橋一覧 

橋名 位置等 橋長ｍ 形式 建設年

黒之瀬戸大橋 国道389号阿久根市・長島町502、MX支間300 鋼トラス 1974

伊唐大橋 農免農道　長島・伊唐島 675、MX支間260 PC斜張橋 1996

竹島大橋 長島町鷹巣 295 桁橋 1996

赤崎橋 長島町,県道47号 292 桁橋 1997

川内河口大橋 薩摩川内市久見崎 631 1981

甑大明神橋 県道351号・上甑町中甑 420 斜張橋 1993

6径間単純ＰＣ橋 単純PC

2径間連続斜張橋 連続斜張橋

3径間単純ＰＣ橋 単純PC

鹿の子大橋 県道351号・上甑町平良 240 連続アーチ 1990

甑大橋 1533   PC連続箱桁橋 2020

第1橋 207 PC3径間

第2橋 550 PC4径間

第3橋 383 PC4径間

第4橋 383 PC4径間

甑

島

長

島

町
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訪
れ
る
こ
と
も
一
興
で
あ
り
、
文
字
通
り
花
を
添
え
る
風
景
の
道
と
な
ろ
う
。 

 ⑵ 
天
草
・
北
薩
の
眺
望
と
古
墳
だ
ら
け
の
長
島
に
寄
り
道
す
る 

 

続
く
、
阿
久
根
市
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
二
章
第
１
節
で
述
べ
た
。
こ
れ
に
長
島
町
を
加
え
れ

ば
図
７
の
と
お
り
で
あ
る
。
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
の
国
道
３
号
か
ら
阿
久
根
市
・
多
田
交
差
点
で
国
道
３

８
９
号
へ
と
分
岐
。「
な
が
し
ま
ロ
ー
ド
」
と
愛
称
を
付
け
た
道
を
進
め
ば
、
約
１
０
分
で
黒
之
瀬
戸

大
橋
⑨
に
至
る
。
こ
れ
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
が
長
島
町
だ
。 

黒
之
瀬
戸
（
幅
５
０
０
ｍ
、
長
さ
４
㎞
）
は
、
九
州
に
あ
っ
て
早
鞆
、
針
尾
、
早
﨑
な
ど
と
並
ぶ

急
流
の
瀬
戸
で
あ
り
、
渦
潮
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
長
島
は
、
本
来
、
他
の
島
々
と
同
じ

く
肥
後
国
天
草
郡
で
あ
っ
た
。し
か
し
、戦
国
時
代
に
薩
州
家
島
津
の
島
津
忠
兼
が
堂
崎
城
を
攻
め
、

以
来
薩
摩
国
出
水
郡
に
属
し
て
い
る
。
長
島
諸
島
と
も
呼
ば
れ
、
３
０
近
い
島
々
か
ら
な
る
が
、
長

島
（
本
島
）
と
伊
唐
島
、
獅
子
島
、
諸
浦
島
の
４
島
の
み
が
有
人
で
、
他
は
無
人
島
で
あ
る
。 

現
在
で
は
、
獅
子
島
を
除
け
ば
、
長
島
と
他
の
有
人
島
と
の
間
に
長
大
橋
が
架
け
ら
れ
て
お
り
、

主
な
も
の
を
表
２
に
示
す
。
最
初
に
建
設
さ
れ
た
の
が
、
黒
之
瀬
戸
大
橋
（
５
０
２
ｍ
）
で
あ
る
。

天
草
五
橋
か
ら
８
年
お
く
れ
の
１
９
７
４
年
の
開
通
。
黒
之
瀬
戸
の
景
観
に
配
慮
し
た
濃
青
色
の
鋼

ト
ラ
ス
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。 

次
い
で
、
長
島
と
伊
唐
島
を
結
ぶ
伊
唐
島
大
橋
（
Ｐ
Ｃ
斜
張
橋
。
橋
長
６
７
５
ｍ
）
㉜-

１
が
１
９

９
６
年
に
農
道
と
し
て
開
通
。
長
島
で
最
も
長
大
な
橋
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
竹
島
大
橋
（
２

９
５
ｍ
、
Ｐ
Ｃ
桁
橋
）
が
開
通
。
こ
れ
ら
が
、
島
の
農
業
、
漁
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

な
お
、
黒
之
瀬
戸
大
橋
を
わ
た
っ
た
と
こ
ろ
に
、
道
の
駅
「
だ
ん
だ
ん
市
場
」
が
あ
り
、
こ
れ
に

付
随
す
る
か
の
よ
う
に
、
高
台
に
登
れ
ば
「
う
ず
し
お
パ
ー
ク
」
が
あ
る
（
図
７
）。
黒
之
瀬
戸
海
峡

お
よ
び
大
橋
⑨
が
一
望
で
き
、
万
葉
の
歌
碑
が
あ
り
、
一
章
２
節
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

長
島
の
中
程
に
あ
る
行
人
岳
や
毎
床
風
車
公
園
に
上
が
れ
ば
島
全
体
は
当
然
な
が
ら
、
遠
く
八
代

海
、
九
州
本
土
が
眺
望
で
き
る
。
そ
し
て
、
長
島
の
突
端
に
針
尾
公
園
⑤
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
、

伊
唐
島
、
同
大
橋
、
竹
島
、
同
大
橋
、
諸
浦
島
、
乳
ノ
瀬
橋
と
い
っ
た
諸
風
景
に
加
え
て
、
天
草
、

九
州
本
土
が
一
望
で
き
、
ま
さ
に
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

 
長
島
に
長
大
橋
が
架
か
る
遥
か
以
前
か
ら
人
々
は
島
に
住
み
暮
ら
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

島
に
は
５
世
紀
か
ら
７
世
紀
に
か
け
て
の
古
墳
が
２
０
０
基
以
上
あ
る
。
そ
の
中
で
、
堂
崎
城
の
近

く
に
あ
り
、
な
が
し
ま
ロ
ー
ド
か
ら
遠
く
な
い
位
置
に
あ
る
３
か
所
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
小
浜
崎
、

明
神
お
よ
び
指
江
古
墳
が
お
薦
め
で
あ
る
。 

小
浜
崎
古
墳
は
、
直
径
１
０
ｍ
以
上
に
及
ぶ
円
墳
や
石
塚
か
ら
な
り
、
長
島
で
最
も
古
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。
明
神
古
墳
は
約
３
０
基
の
群
集
墳
で
あ
り
、
指
江
古
墳
は
約
１
４
０
基
に
及
ぶ
。
こ
れ

㉜-1 伊唐島大橋（長島～伊唐島） 

㉜-2 行人岳から天草、九州本島を眺望する 

図 7 黒の瀬戸を渡り長島町を周回する 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%82%A5%E5%BE%8C%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%82%A5%E5%BE%8C%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E8%8D%89%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E8%8D%89%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%A6%E5%9B%BD%E6%99%82%E4%BB%A3_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%A6%E5%9B%BD%E6%99%82%E4%BB%A3_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%96%A9%E5%B7%9E%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%96%A9%E5%B7%9E%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B3%B6%E6%B4%A5%E5%BF%A0%E5%85%BC_(%E8%96%A9%E5%B7%9E%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B3%B6%E6%B4%A5%E5%BF%A0%E5%85%BC_(%E8%96%A9%E5%B7%9E%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%82%E5%B4%8E%E5%9F%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%82%E5%B4%8E%E5%9F%8E
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ら
と
登
城
口
の
石
段
が
残
る
堂
﨑
城
を
巡
れ
ば
、
長
島
の
古
代
、
中
世
の
遺
跡
巡
り
が
で
き
る
。
黒

之
瀬
戸
に
遮
ら
れ
な
が
ら
も
、
小
さ
な
島
に
、
い
つ
、
ど
こ
か
ら
人
が
や
っ
て
き
て
、
ど
ん
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
の
か
想
像
す
る
だ
け
で
も
不
思
議
に
思
え
、
興
味
が
そ
そ
ら
れ
よ
う
。 

 

な
お
、
長
島
の
お
よ
そ
の
規
模
を
知
る
た
め
、
主
要
地
点
間
の
距
離
を
図
７
に
付
記
し
た
。
メ
イ

ン
と
し
て
長
島
ロ
ー
ド(

国
道
３
８
９
号
、
県
道
４
７
号
、
３
７
９
号)

が
循
環
す
る
中
で
、
各
ル
ー

ト
の
距
離
は
せ
い
ぜ
い
十
数
㎞
で
あ
り
、
車
で
走
る
だ
け
な
ら
ば
２
０
分
程
度
で
あ
る
。
あ
る
い

は
、
一
周
し
て
も
約
１
時
間
だ
。
山
を
登
っ
た
り
、
下
っ
た
り
し
な
が
ら
も
一
日
か
け
て
の
ス
ロ
ー

ド
ラ
イ
ブ
で
、
島
の
主
要
箇
所
全
て
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ば
、
道
の
整
備
が
進
み
、
花

壇
の
花
植
え
も
活
発
で
あ
り
、
さ
ら
に
車
の
交
通
量
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

カ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
堪
能
す
る
の
に
都
合
が
良
い
長
島
で
あ
る
。 

 

２ 

北
薩
の
中
心
地
「
せ
ん
だ
い
地
区
」
は
歴
史
の
宝
庫
だ 

 
 

⑴ 

阿
久
根
の
海
岸
線
を
ひ
た
す
ら
走
る 

 

長
島
か
ら
阿
久
根
に
戻
る
と
、
内
陸
側
は
北
薩
摩
で
最
も
高
い
標
高
１
０
６
７
ｍ
の
紫
尾
山
が
聳

え
、
山
か
ら
山
が
続
き
、
そ
れ
ら
が
海
に
迫
る
地
形
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
九
州
新
幹
線
は

出
水
駅
か
ら
川
内
駅
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
最
も
長
い
第
三
紫
尾
山
ト
ン
ネ
ル
に
至

っ
て
は
全
長
１
０
㎞
に
及
ぶ
。
こ
れ
か
ら
、
本
地
域
は
、
篤
姫
ロ
ー
ド
に
し
て
も
、
地
域
資
源
の
分

布
に
し
て
も
全
て
が
海
岸
線
に
集
中
し
、
二
章
１
節
の
⑵
に
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。 

 

 

た
だ
、
そ
う
し
た
中
で
付
け
加
え
れ
ば
、
阿
久
根
に
も
旅
を
楽
し
む
い
く
つ
か
の
仕
掛
け
が
可
能

で
あ
る
。
阿
久
根
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
引
用
だ
が
、
阿
久
根
は
平
安
時
代
か
ら
の
荘
園
で
、

任
命
さ
れ
た
院
司
（
神
崎
太
郎
成
兼
）
が
英
袮
院
（
あ
く
ね
い
ん
）
と
名
乗
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
ア
ク
」
は
魚
、
漁
業
を
意
味
し
、「
ネ
」
は
岩
礁
の
こ
と
で
あ
る
。
漁

業
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
、
鎌
倉
時
代
は
「
莫
祢
」
と
表
記
さ
れ
た
。
そ
し
て
１
５
世
紀
中
頃
、
島
津

用
久
（
薩
洲
島
津
家
初
代
当
主
）
に
よ
り
阿
久
根
と
改
め
ら
れ
、
莫
祢
氏
は
島
津
藩
の
家
老
と
な
っ

た
。 

 

要
す
る
に
阿
久
根
は
、
陸
海
の
交
通
の
結
節
点
で
あ
る
。
延
喜
式
の
宿
駅
「
英
禰
」
だ
が
、
そ
の

状
況
は
い
ま
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、
サ
バ
な
ど
の
新
鮮
さ
が
売
り

も
の
の
魚
介
類
の
水
揚
げ
が
盛
ん
な
ま
ち
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
自
慢
す
る
も
の
が
、
漁
協
直
営
の

あ
く
ね
新
鮮
朝
市
（
毎
月
第
２
日
曜
日
）
や
食
堂
「
ぶ
え
ん
館
」
の
行
列
の
で
き
る
賑
わ
い
で
あ
る
。

店
員
の
説
明
で
は
、「
ぶ
え
ん
」
と
は
「
無
塩
」
の
こ
と
で
、
塩
を
ふ
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
新
鮮
と

の
意
味
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
。 

 

図 8 薩摩の西海岸をドライブする 
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阿
久
根
新
港
に
直
結
す
る
よ
う
に
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
阿
久
根
駅
㉝
が
あ
る
が
、
単

な
る
駅
の
機
能
だ
け
で
は
な
い
。
市
の
施
設
「
に
ぎ
わ
い
の
交
流
館
」
が
併
設
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
書
店
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
カ
フ
ェ
、
食
堂
な
ど
が
付
設
さ
れ
て
い

る
。 

 

ま
た
、
道
の
駅
「
阿
久
根
」
㉞
も
風
変
わ
り
で
あ
る
。
国
道
３
号
と
海
岸
の
わ
ず
か
ば
か

り
の
狭
い
土
地
に
、
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
細
長
い
建
物
が
あ
り
、
海
の
家
か
と
思
え
る
造

り
で
あ
る
。
疲
れ
れ
ば
、
通
り
す
が
り
に
遭
遇
す
る
阿
久
根
温
泉
、
川
内
高
城
温
泉
（
湯
田

温
泉
）
に
つ
か
る
こ
と
で
あ
り
、
飲
食
店
が
こ
と
の
ほ
か
多
い
阿
久
根
市
の
中
心
市
街
地

を
覗
き
な
が
ら
の
ま
ち
歩
き
も
面
白
い
。 

  

阿
久
根
市
は
、
出
水
市
・
長
島
町
と
薩
摩
川
内
市
の
中
間
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
頼
山
陽

が
薩
摩
西
海
岸
を
旅
し
、
詩
を
つ
く
り
残
し
て
い
る
。
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
牛
の
浜
駅
近

く
に
あ
る
詩
碑 

“
阿
嵎
峰
”
だ
が
、 

「
危
礁
亂
立
大
濤
間 

決
眥
西
南
不
見
山 
鶻
影
低
迷
帆
影
没 

天
連
水
処
是
臺
灣
」 

（
危
礁(

き
し
ょ
う)

乱
立
す
大
濤(

だ
い
と
う)
の
間 

眥(

ま
な
じ
り) 

を
西
南
に 

 

決
す
れ
ど
も
山
を
見
ず 

鶻
影
（
こ
つ
え
い
）
は
低
迷
し
帆
影
は
没
す 

天
、
水
に 

 

連
な
る
処
こ
れ
台
湾)

 

と
あ
る
。
当
時
は
歩
い
て
、
現
代
は
車
で
の
違
い
は
あ
る
が
、
海
辺
で
眺
め
る
風
景
に
変
わ

り
は
く
、
休
憩
し
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
に
適
し
て
い
る
。
前
述
の
諸
施
設
を
利
用
し
、
各
人

の
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
、
東
シ
ナ
海
を
眺
め
て
の
現
代
の
頼
山
陽
の
道
で
あ
ろ
う
。 

⑵ 

神
話
に
始
ま
る
川
内
川
河
口
域
を
周
回
す
る
（
図
９
） 

 

薩
摩
川
内
市
は
人
口
約
１
０
万
で
あ
る
。
北
薩
摩
地
域
の
中
心
都
市
だ
が
、
か
つ
て
は

都
市
展
開
の
軸
は
川
内
川
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
川
内
の
ま
ち
は
、
土
地
利
用
に
し
て
も
、

都
市
機
能
の
拡
大
に
し
て
も
、
支
川
を
含
む
川
内
川
に
沿
う
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
風
景
ポ
イ
ン
ト
も
必
然
的
に
川
沿
い
に
並
ぶ
が
、
図
９
を
参
照
し
な
が
ら
、

主
な
も
の
を
時
代
順
に
紹
介
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ａ 

川
内
川
か
ら
伸
び
る
参
道
の
先
の
可
愛
山
陵
と
新
田
神
社
（
宮
内
町
）
㊲ 

 

薩
摩
川
内
市
に
可
愛
山
陵
（
え
の
み
さ
さ
ぎ
）
と
呼
ぶ
陵
墓
が
あ
る
。
辻
褄
は
合
わ
な

い
ま
ま
に
、
あ
く
ま
で
も
日
本
書
紀
な
ど
で
様
々
に
語
ら
れ
る
神
話
と
し
て
著
者
自
身
の

解
釈
で
述
べ
れ
ば
、
瓊
瓊
杵
尊
（
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
高
千
穂
の
峰
に
降
り
立
ち
、
吾
田

の
長
屋
の
笠
狭
の
碕
に
出
て
そ
こ
か
ら
海
路
を
北
上
し
、
千
台
（
川
内
の
由
来
と
い
わ
れ

て
い
る
）
と
も
い
わ
れ
る
高
殿
（
う
て
な
）
が
築
か
れ
、
陵
墓
は
そ
こ
に
居
つ
い
た
瓊
瓊
杵

尊
の
崩
御
後
の
墓
と
さ
れ
て
い
る
。
神
代
三
山
陵
（
他
の
２
つ
は
霧
島
市
の
高
尾
山
上
陵
、

㊲ 新田神社と可愛山陵（薩摩川内市宮内町） 

図 9 川内川河口域を周回する 
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鹿
屋
市
の
吾
平
山
上
陵
）
の
一
つ
と
さ
れ
、
神
亀
山
（
し
ん
き
ざ
ん
。
標
高
７
０
ｍ
）
の
新
田
神
社

に
隣
り
合
わ
せ
に
あ
り
、
宮
内
庁
の
職
員
が
常
駐
し
、
そ
の
下
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。 

 

新
田
（
に
っ
た
）
神
社
は
、
瓊
瓊
杵
尊
を
主
祭
神
と
す
る
「
薩
摩
一
の
宮
」
で
あ
る
が
、「
新
田
」

と
は
、
瓊
瓊
杵
尊
が
川
内
川
か
ら
水
を
引
い
て
新
た
に
田
を
つ
く
っ
た
と
の
意
味
が
込
め
て
い
る
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。 

川
内
川
の
堤
防
近
く
に
新
田
神
社
の
一
の
鳥
居
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
北
へ
真
っ
直
ぐ
伸
び
た
参
道

（
八
丁
馬
場
）
が
あ
り
、
桜
の
並
木
で
も
あ
り
、
春
先
に
は
市
民
憩
い
の
花
見
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
参
道
を
約
７
０
０
ｍ
北
へ
進
め
ば
県
道
４
４
号
と
交
わ
る
と
こ
ろ
に
二
の
鳥
居
が
あ
り
、
そ
の

先
の
忍
穂
井
川
（
銀
杏
木
川
）
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
大
小
二
つ
が
連
な
る
見
事
な
太
鼓
石
橋
の
降
来

橋
㊳
が
架
か
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
階
段
な
す
参
道
を
上
れ
ば
新
田
神
社
と
可
愛
山
稜
に
達
し
、

お
参
り
が
で
き
る
。
ま
た
、
降
来
橋
は
、
両
サ
イ
ド
が
車
道
で
挟
ま
れ
、
車
で
神
社
へ
上
る
参
道
へ

と
続
く
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
全
体
と
し
て
み
て
も
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。 

加
え
て
、
参
道
の
近
く
の
武
内
神
社
前
の
通
り
が
二
章
２
節
に
紹
介
し
た
宮
内
麓
の
武
家
屋
敷
群

㊴
で
あ
る
。 

ｂ 

薩
摩
国
分
寺
跡
公
園
（
国
分
寺
町
） 

 

律
令
時
代
に
は
、
薩
摩
国
の
国
府
は
川
内
に
置
か
れ
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
伴
家
持
が
薩
摩

守
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
府
の
左
隣
に
国
分
寺
が
建
造
さ
れ
、
そ
れ

が
現
在
の
国
分
寺
跡
公
園
で
あ
る
。
国
分
寺
跡
か
ら
の
出
土
品
は
、
国
分
寺
跡
公
園
の
近
く
の
川
内

歴
史
資
料
館
（
中
郷
、
℡
０
９
９
６-

２
０-

２
３
４
４
）
に
展
示
さ
れ
、
ま
た
、
薩
摩
藩
が
か
つ
て

久
見
﨑
の
港
で
和
船
を
つ
く
っ
て
い
た
時
の
設
計
図
、
文
書
な
ど
の
貴
重
な
資
料
や
復
元
模
型
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。 

ｃ 

島
津
義
久
が
豊
臣
秀
吉
と
会
見
し
た
泰
平
寺
（
大
小
路
町
）
㊵ 

 

九
州
の
平
定
を
も
く
ろ
ん
だ
島
津
は
、
幾
度
と
な
く
九
州
各
地
を
攻
め
た
て
た
が
、
２
０
万
の
大

軍
を
率
い
た
豊
臣
秀
吉
の
も
と
に
屈
し
た
。
島
津
義
久
は
降
伏
し
、
豊
臣
秀
吉
が
御
座
所
と
し
た
泰

平
寺
で
会
見
。
そ
の
時
の
講
和
の
印
で
あ
る
「
和
睦
の
石
」
が
寺
に
隣
接
し
た
泰
平
寺
公
園
の
片
隅

に
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
由
緒
あ
る
寺
は
、
７
０
８
年
の
創
立
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
寛
政

７
年
の
火
災
で
焼
失
し
、
ま
た
明
治
２
年
の
廃
仏
毀
釈
で
破
壊
さ
れ
た
。
現
在
の
も
の
は
、
１
９
２

３
年
の
再
建
で
あ
る
。 

ｄ 

高
江
麓
の
武
家
屋
敷
、
長
崎
堤
防
⑬
な
ど
（
高
江
町
） 

 

こ
れ
ら
も
二
章
２
節
に
述
べ
た
。
尊
い
犠
牲
の
上
に
長
崎
堤
防
が
築
か
れ
、
八
間
川
の
水
路
を
整

備
す
る
な
ど
大
変
な
苦
難
が
あ
っ
た
が
、
今
で
は
見
事
に
稲
穂
垂
れ
る
高
江
の
水
田
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
思
い
、
川
と
そ
の
周
辺
を
眺
望
す
る
と
よ
い
。
ま
た
、
河
口
に
至
れ
ば
、
久
見
崎
に
至
り
、

㊳ 新降来橋（太鼓橋、1892年架け替え）と旧降来橋 ㊴ 宮内麓 

㊵ 豊臣秀吉と島津義久の和睦の像（泰平寺公園入口）および泰平寺 



22 
 

藩
政
時
代
に
造
船
所
、
軍
港
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ｅ 

薩
摩
戦
国
村(

湯
島
町)

 

 

戦
国
時
代
の
薩
摩
を
主
体
に
し
た
歴
史
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
。
広
さ
１
０
０
０
坪
の
本
格
的
な

庭
園
の
中
に
武
家
屋
敷
や
町
人
長
屋
が
並
び
、
ま
た
甲
冑
を
つ
く
る
工
房
が
あ
る
。 

ｆ 

川
内
原
子
力
発
電
所
、
同
展
示
館(

久
見
崎
町) 

 

本
発
電
所
は
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
に
際
し
発
生
し
た
福
島
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故

以
来
、
２
０
１
５
年
９
月
に
わ
が
国
で
初
め
て
再
開

さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
で
あ
る
。
実
物
大
の
原
子
炉

模
型
な
ど
を
備
え
た
展
示
館
が
あ
る
。
見
学
す
る
も

よ
く
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
策
や
環
境
問
題
を
考
え

る
契
機
に
な
る
だ
ろ
う
。 

  

以
上
に
加
え
、
川
内
駅
か
ら
車
で
２
０
分
ほ
ど
東

に
い
っ
た
上
床
山(

寺
山
と
も
い
う
。
標
高
３
１
０

ｍ)

の
頂
上
に
寺
山
い
こ
い
の
広
場
（
天
辰
町
）
が
あ

り
、
車
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
、
川
内
川

お
よ
び
そ
の
流
域
に
広
が
る
市
街
地
㊶
が
一
望
さ
れ
、

お
薦
め
の
風
景
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

こ
れ
を
含
め
、
先
に
紹
介
し
た
諸
施
設
が
配
さ
れ

る
川
内
川
河
口
域
は
、
図
９
に
示
す
よ
う
に
、
国
道

３
号
に
加
え
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
、
川
内
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
と
川
内
河
口
大
橋
が
整
備
さ
れ
、

周
回
が
容
易
で
あ
る
。 

⑶ 

薩
摩
川
内
市
の
郊
外
を
周
回
す
る 

 

甑
島
を
別
に
し
て
、
薩
摩
川
内
市
の
地
形
を
み
れ

ば
、
周
辺
が
小
高
い
山
々
で
囲
わ
れ
、
そ
の
中
央
を

川
内
川
が
流
れ
、
中
下
流
域
に
中
心
市
街
地
が
広
が

る
構
図
で
あ
る(

図
１
０)

。
こ
の
た
め
、
郊
外
部
は

そ
れ
ぞ
れ
の
小
山
の
山
裾
や
谷
間
だ
が
、
風
景
街
道

の
観
点
で
見
れ
ば
、
入
来
や
藺
牟
田
池
に
加
え
、
各
々

に
ま
と
ま
る
光
景
と
地
域
資
源
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を

周
回
す
る
と
の
観
点
で
整
理
す
れ
ば
図
１
０
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
共
通
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
あ
る
温

泉
が
点
在
し
、
秘
湯
め
ぐ
り
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
川
内
川
の
支
川
が
多
く
、
そ
こ
に
、
多

く
の
石
橋
が
か
か
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
に
説
明
し
な
か
っ
た
点
を
追
加
す
れ
ば
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

ａ 

川
内
高
城
温
泉
（
湯
田
町
） 

 

川
内
の
市
街
地
か
ら
わ
ず
か
１
２
㎞
。
西
方
駅
か
ら
バ
ス
で
１
５
分
の
と
こ
ろ
だ
が
、
湯
田
川
沿

㊶ 寺山いこいの広場から眺めた川内市の中心市街とおよび川内川 

図 10 薩摩川内の郊外部をぐるりと周回する 
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い
の
み
ど
り
豊
か
な
山
間
の
ひ
な
び
た
温
泉
で

あ
る
。
ぬ
る
ぬ
る
の
源
泉
か
け
な
が
し
が
有
名
で
、

文
字
通
り
の
湯
治
場
だ
。
日
本
名
湯
百
選
に
選
ば

れ
、
西
郷
隆
盛
も
逗
留
し
兎
狩
り
に
興
じ
た
。 

ｂ 

東
郷
町
地
区 

東
郷
地
区
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
約
３
０

０
年
に
わ
た
り
伝
承
さ
れ
て
き
た
東
郷
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
（
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
の
里

で
あ
る
。
国
内
で
４
か
所
の
み
に
伝
わ
る
う
ち
の

一
つ
で
、
大
変
貴
重
な
も
の
だ
。
毎
年
１
月
と
７

月
に
東
郷
公
民
館
（
０
９
６
６-

４
２-

０
０
５
３
）

で
演
じ
ら
れ
て
い
る
。 

東
郷
の
田
梅
川
に
沿
う
県
道
４
６
号
を
の
ぼ

る
と
藤
川
天
神
が
あ
る
。
菅
原
神
社
と
呼
ば
れ
、

菅
原
道
真
公
を
祀
る
が
、
も
と
も
と
太
宰
府
天
満

宮
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）
の
荘
園
「
安
楽
寺
領
」

で
あ
り
、
勧
請
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。
境
内
に
は

見
事
な
臥
竜
梅
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）
が
あ
る
。

ま
た
、
上
野
公
園
の
西
郷
隆
盛
の
像
に
愛
犬
ツ
ン

が
寄
り
添
う
が
、
そ
の
故
郷
で
も
あ
る
。
神
社
境

内
に
ツ
ン
の
像
が
あ
り
、
東
郷
町
藤
川
原
地
区
の

農
家
で
飼
わ
れ
て
い
た
も
の
を
譲
り
受
け
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

藤
川
天
神
か
ら
す
こ
し
下
っ
た
と
こ
ろ
は
、

「
と
う
ご
う
五
色
親
水
公
園
」
で
、
夏
場
は
キ
ャ

ン
プ
場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
道
２

６
７
号
を
さ
つ
ま
町
方
向
に
進
み
倉
野
橋
を
５

０
０
ｍ
ほ
ど
過
ぎ
れ
ば
、
南
瀬
で
川
内
川
の
支
流

が
あ
り
、
そ
こ
に
石
橋
・
南
瀬
橋
（
の
う
ぜ
（
な

ん
ぜ
）
ば
し
。
橋
長
１
７
ｍ
、
建
設
年
不
詳
）
㊷

が
架
か
る
。
単
円
の
比
較
的
薄
い
ア
ー
チ
だ
が
、
形
が
き
れ
い
な
点
で
特
色
が
あ
る
。
川
の
せ
せ
ら

ぎ
を
聞
き
な
が
ら
一
休
み
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。 

ｃ 

樋
脇
町
地
区 

 

自
然
豊
か
な
中
に
市
比
野
温
泉
が
あ
る
。
与
謝
野
晶
子
・
鉄
幹
も
訪
れ
た
と
の
こ
と
だ
。 

「
水
鳴
れ
ば
谷
か
と
思
ひ 

遠
き
灯
の
見
ゆ
れ
ば 

原
と
思
ふ 

湯
場
の
夜
」（
与
謝
野
晶
子
） 

近
く
に
倉
野
磨
崖
仏
（
鎌
倉
時
代
の
仏
像
、
梵
字
）、
藤
本
の
滝
が
あ
る
。
ま
た
、
近
く
の
県
道
３

６
号
を
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
は
太
鼓
ア
ー
チ
型
を
し
た
大
塚
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。 

つ
い
で
な
が
ら
、
入
来
に
も
き
れ
い
な
姿
の
石
橋
が
あ
る
。
国
道
３
２
８
号
を
入
来
支
所
か
ら
約

２
㎞
下
り
、
県
道
４
２
号
を
祁
答
院
の
方
に
１
．
３
㎞
進
ん
だ
と
こ
ろ
の
脇
道
に
珍
し
く
眼
鏡
型
を

し
た
新
大
橋
（
し
ん
だ
い
ば
し
。
入
来
町
浦
之
名
、
後
川
内
川
）
㊷
が
架
か
る
。
こ
れ
は
１
９
０
９

年
の
架
橋
で
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
。 

 

３ 

鹿
児
島
市
郊
外
の
い
ち
き
串
木
野
市
、
日
置
市
の
伊
集
院
町
を
行
く 

  

い
ち
き
串
木
野
市
お
よ
び
日
置
市
の
東
市
来
町
や
伊
集
院
町
の
一
帯
は
、
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街

道
の
「
せ
ん
だ
い
地
区
」
に
含
ま
れ
る
も
の
の
、
薩
摩
川
内
市
と
は
山
を
挟
ん
で
隔
た
り
、
他
方
で

は
県
都
・
鹿
児
島
市
と
田
上
や
松
元
の
山
々
を
抜
け
て
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
全
体
と
し

て
シ
ラ
ス
台
地
な
ど
で
覆
わ
れ
る
も
の
の
、
国
道
３
号
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
に
沿
う
よ
う
に
細

長
く
都
市
開
発
が
進
み
、
鹿
児
島
都
市
圏
の
郊
外
と
い
っ
た
性
格
が
強
い
。
あ
る
い
は
、
前
述
の
よ

う
に
、
都
市
化
で
北
薩
摩
に
み
る
麓
の
性
格
は
ほ
と
ん
ど
が
消
滅
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
か

ら
、
風
景
街
道
と
し
て
の
意
味
が
薩
摩
川
内
市
な
ど
と
大
き
く
異
な
る
。 

ａ 

薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
が
旅
立
っ
た
串
木
野
市
を
行
く 

い
ち
き
串
木
野
市
と
は
長
い
市
名
だ
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
日
置
郡
市
来
町
と
串
木
野
市
が
合
併

し
た
こ
と
に
よ
り
市
名
を
重
ね
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
鹿
児
島
都
市
圏
に
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
の
遠

洋
漁
業
の
ま
ち
で
あ
り
、海
に
開
か
れ
た
港
ま
ち
で
、そ
れ
を
象
徴
す
る
も
の
が
徐
福
伝
説
で
あ
り
、

幕
末
の
英
国
留
学
生
の
派
遣
で
あ
る
。 

 

前
者
は
、
全
国
各
地
の
徐
福
伝
説
の
一
つ
だ
が
、
霊
峰
冠
岳
（
か
ん
む
り
だ
け
）
に
不
老
不
死
の

薬
草
が
あ
る
と
し
て
わ
が
国
で
最
初
に
上
陸
し
た
と
こ
ろ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
冠
岳
は
、
薩
摩
川

内
市
と
の
市
境
の
山
が
西
岳
、
中
岳
、
東
岳
と
連
な
る
中
で
、
最
も
高
い
標
高
５
１
６
ｍ
の
西
岳
の

こ
と
で
あ
る
。
古
代
山
岳
仏
教
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
頂
上
が
冠
の
形
を
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す

る
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。そ
の
山
腹
に
、石
造
と
し
て
日
本
一
の
徐
福
像
の
あ
る
冠
岳
展
望
公
園
㊸
、

冠
岳
花
川
砂
防
公
園
が
整
備
さ
れ
、
中
国
式
の
庭
園
（
冠
嶽
園
）
㊹
や
建
物
（
望
嶽
亭
）、
散
策
路
な

ど
が
つ
く
ら
れ
、
ま
る
で
そ
こ
に
徐
福
の
子
孫
が
住
み
着
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
中
国
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
な
し
て
い
る
。 

  

後
者
は
、
薩
英
戦
争
で
西
欧
の
優
れ
た
文
化
や
技
術
に
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
１
８

６
５
年
（
元
治
二
年
）、
薩
摩
藩
の
若
者
１
９
名
を
、
近
代
日
本
の
礎
を
築
く
た
め
英
国
へ
と
密
航
た

㊷ 新大橋（橋長 24.7m）（左）と南瀬橋（橋長 17m。東郷町南瀬、山田川）（右） 
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せ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
人
、
長
澤
鼎
（
か
な
え
）（
密
航
の
た
め
に
藩
主
か
ら
与
え
ら
れ
た

偽
名
で
、
本
名
は
磯
永
彦
輔
）
㊺
は
、
英
国
で
学
ん
だ
後
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
ワ
イ
ン
王
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
に
成
功
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
（
第
４
０
代
）
が
、

来
日
（
１
９
８
３
年
）
し
た
際
に
国
会
で
演
説
し
、
わ
ざ
わ
ざ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ワ
イ
ン
の
功
労
者

と
し
て
名
前
を
あ
げ
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
こ
と
で
彼
の
名
が
広
く
知
ら
わ
た
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
鹿
児

島
中
央
駅
前
の
広
場
に
「
若
き
薩
摩
の
群
像
」
の
銅
像
が
あ
る
。
五
代
友
厚
（
大
阪
経
済
界
の
重
鎮
）、

町
田
久
成（
東
京
国
立
博
物
館
の
初
代
館
長
）、村
橋
久
成（
開
拓
使
麦
酒
醸
造
所
の
設
立
に
関
わ
る
）、

森
有
礼
（
初
代
文
部
大
臣
、
一
橋
大
学
創
設
）
な
ど
の
面
々
が
い
る
が
、
そ
う
し
た
中
の
最
年
少
（
当

時
１
３
歳
）
が
長
澤
鼎
で
あ
る
。 

 

若
者
た
ち
が
旅
立
っ
た
羽
島
（
い
ち
き
串
木
野
市
）
に
、
２
０
１
４
年
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る

た
め
薩
摩
英
国
留
学
生
記
念
館
⑥
が
建
設
さ
れ
た
。
場
所
は
、
約
２
か
月
間
潜
伏
の
後
に
、
ト
ー
マ

ス
・
グ
ラ
バ
ー
が
用
立
て
た
機
帆
船
オ
ー
ス
タ
ラ
イ
エ
ン
号
に
沖
合
で
乗
り
込
む
た
め
出
航
し
た
記

念
の
地
で
あ
る
。
ま
た
、
隣
接
す
る
浜
中
港
（
羽

島
漁
港
）
の
岸
壁
に
も
記
念
碑
が
あ
る
が
、
そ
の

石
積
防
波
堤
は
、
薩
摩
藩
が
近
く
の
萬
福
池
工
事

を
行
っ
た
際
に
余
っ
た
玉
石
を
使
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。「
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の
歴

史
文
化
財
産
百
選
」
の
一
つ
で
あ
る
。 

県
道
４
３
号
に
沿
っ
て
羽
島
を
南
に
下
れ
ば
、

串
木
野
港
で
あ
り
、
長
崎
鼻
、
照
島
海
岸
と
な
る
。

こ
の
辺
り
は
吹
上
浜
の
北
端
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。
長
崎
鼻
の
次
の
岬
・
戸
崎
鼻
に
立
っ
て
振
り

返
る
と
、
照
島
海
岸
方
面
は
き
れ
い
な
シ
ラ
ス
に

よ
る
砂
浜
の
景
観
で
あ
る
。
一
方
、
南
の
江
口
漁

港
の
先
を
眺
め
る
と
、
切
り
立
つ
シ
ラ
ス
の
絶
壁

⑦
が
あ
る
。 

ｂ 

日
置
市
東
市
来
町
地
区
、
伊
集
院
町
地
区
を

行
く  

日
置
市
の
東
市
来
町
や
伊
集
院
町
は
、
同
市
に

図 11 いちき串木野市と日置市東市来町、伊集院町を行く 

㊺ 英国に留学した薩摩藩の若者たち(手前の少年が長澤鼎） 

 

㊸ 徐福像と冠岳（左の山） ㊹ 中国式庭園・冠嶽園（かんがくえん） 
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あ
っ
て
は
北
端
だ
が
、
鹿
児
島
市
の
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
市
街
地
開
発

が
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
市
役
所
も
そ
こ
に

あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
地
を
行
く
風
景

街
道
を
述
べ
る
が
、
県
道
４
３
、
国
道
３
、

２
７
０
号
を
北
か
ら
南
へ
下
る
と
の
設

定
で
記
し
て
い
る
（
図
１
１
参
照
）。 

 

羽
島
港
か
ら
少
し
下
れ
ば
、
古
く
は
宮

倉
（
国
の
米
倉
）
が
置
か
れ
た
伊
集
院
の

ま
ち
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
先
に
述
べ
た
美

山
麓
あ
る
い
は
「
さ
つ
ま
焼
の
郷
」
が
あ

り
、
ま
た
徳
重
神
社
㊻
を
風
景
ポ
イ
ン
ト

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

つ
ま
り
、
１
６
０
０
年
の
関
ケ
原
の
戦

い
で
、
西
軍
方
に
つ
い
た
薩
摩
藩
の
島
津

義
弘
は
負
け
戦
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
退

却
に
際
し
、
決
死
の
覚
悟
で
敵
陣
の
正
面

突
破
策
に
で
た
が
、
そ
れ
が
成
功
し
、「
島

津
の
退
き
口
」
と
呼
ば
れ
名
を
馳
せ
た
。 

そ
の
後
、
島
津
は
領
土
安
堵
と
な
り
、

義
弘
は
加
治
木
に
隠
居
し
、
人
生
を
全
う

し
た
。
そ
の
菩
提
寺
が
日
置
市
伊
集
院
町

に
お
け
る
か
つ
て
の
妙
円
寺
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
城
下
の
武
士
た
ち

が
往
時
の
苦
難
を
し
の
び
、
い
つ
と
は
な

し
に
「
妙
円
寺
詣
り
」
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
妙
円
寺

は
破
壊
さ
れ
、
建
立
さ
れ
た
徳
重
神
社
㊻
の
ご
神
体
と
し
て
義
弘
の
木
造
が
祀
ら
れ
、
い
ま
で

は
徳
重
神
社
の
祭
事
と
し
て
妙
円
寺
参
り
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

毎
年
１
０
月
の
早
朝
、
鹿
児
島
市
の
照
国
神
社
か
ら
日
置
市
の
徳
重
神
社
ま
で
武
者
姿
な
ど

で
行
列
な
ど
し
て
約
４
０
㎞
を
歩
く
祭
で
あ
る
。
青
少
年
の
心
身
の
鍛
錬
を
兼
ね
る
行
事
で
あ

り
、
県
内
各
地
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
あ
る
。
い
わ
ば
、
神
社
が
行
う
寺
の
名
を
付
し
た
祭
り

で
あ
り
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
伊
集
院
参
り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
Ｊ
Ｒ
伊
集
院

駅
前
広
場
に
、
敵
中
突
破
の
い
さ
ま
し
い
義
弘
公
の
騎
馬
像 

㊻
が
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
見

物
す
る
と
よ
い
。 

４ 

八
千
万
年
前
の
大
地
が
招
く
甑
島
を
海
遊
す
る
（
図
１
２
） 

船
の
旅
は
、
普
段
と
異
な
り
、
出

発
す
る
に
し
て
も
、
着
く
に
し
て
も
、

そ
れ
を
知
ら
せ
る
船
笛
に
心
迫
る

も
の
が
あ
る
。
い
よ
い
よ
未
知
へ
出

立
の
甑
島
、
名
残
の
甑
島
、
な
ど
と
。 

甑
島
は
、
川
内
港
（
薩
摩
川
内
市
）

ま
た
は
串
木
野
新
港
（
い
ち
き
串
木

野
市
）
か
ら
船
で
わ
た
る
。
夏
期
の

多
客
期
の
臨
時
便
（
川
内
港
）
を
除

け
ば
、
甑
島
へ
の
船
の
便
は
フ
ェ
リ

ー
、
高
速
船
共
に
午
前
、
午
後
の
２

便
が
運
航
さ
れ
て
い
る
（
甑
島
商
船

㈱
０
９
９
６
‐
３
２
‐
６
４
５
８
、

同
川
内
営
業
所
０
９
９
６-

４
１-

５
１
０
０
）。
川
内
港
か
ら
は
高
速

船
で
里
（
さ
と
）
へ
、
串
木
野
新
港

か
ら
は
フ
ェ
リ
ー
で
里
、
鹿
島
、
長

浜
へ
の
航
路
で
あ
る
（
図
１
）
。
な

お
、
川
内
駅
か
ら
、
川
内
港
、
お
よ

び
串
木
野
新
港
へ
船
の
出
航
に
合

わ
せ
た
バ
ス
の
運
航
が
あ
り
、
両
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
好
都
合
で
あ
る
。 

「
船
笛
で
時
知
る
暮
ら
し
島
は
秋
」

（
森
喜
代
子
。
第
１
６
回
ト
ン
ボ
ロ

芸
術
村
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
）。 

  

さ
て
、
甑
島
の
有
人
島
は
上
甑
、

中
甑
、
下
甑
の
３
島
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
上
甑
と
中
甑
は
、
中
島
を
挟

ん
で
２
つ
の
長
大
橋
で
つ
な
が
る
。

中
甑
島
と
下
甑
島
の
間
の
甑
大
橋

⑩
は
、
建
設
の
途
中
で
台
風
の
被
害

を
受
け
る
な
ど
し
て
長
期
に
及
ん

だ
が
、
２
０
２
０
年
に
完
成
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
い
ま
で
は
、
上
甑
、

薩
摩
よ
り
み
ち
④ 

 

歩
い
て
保
存
―
「
薩
摩
街
道
」 

薩
摩
街
道
は
鹿
児
島
の
最
南
端
・
坊
津
か
ら
熊
本
、
さ
ら
に
福
岡
県

筑
紫
野
ま
で
の
約
３
０
０
㎞
、
九
州
縦
断
の
街
道
だ
。
参
勤
交
代
の
薩

摩
の
殿
様
、
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
、
さ

ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
「
篤
姫
」
も
こ
の
街
道
を
通
っ
て
京
都
、

江
戸
に
向
か
っ
た
。 

薩
摩
街
道
を
子
供
た
ち
と
歩
い
て
、
保
存
し
よ
う
と
川
内
市
を
中
心

に
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
の
が
「
薩
摩
街
道
保
存
会
」（
多
目
直

樹
会
長
、
平
成
１
５
年
発
足
）
。
薩
摩
街
道
の
道
筋
を
記
録
し
た
文
書

は
意
外
に
少
な
い
。
か
つ
て
は
街
道
沿
い
に
松
並
木
が
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
が
、
今
は
姿
を
消
し
た
。
多
目
さ
ん
た
ち
は
「
一
本
松
」
な
ど

の
地
名
や
古
老
の
話
な
ど
を
聞
き
歩
き
、
地
点
か
ら
線
へ
と
薩
摩
街
道

の
道
筋
を
特
定
す
る
粘
り
強
い
活
動
を
続
け
た
。
会
員
は
街
道
歩
き
の

時
は
自
主
的
に
、
鎌
や
斧
を
持
参
、
台
風
で
の
倒
木
や
枝
、
茂
る
雑
草

が
り
を
し
て
い
る
。 

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
子
供
た
ち
の
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

会
員
が
ガ
イ
ド
や
交
通
誘
導
役
を
買
っ
て
出
て
い
る
。
沿
道
の
全
小
学

校
の
生
徒
は
薩
摩
街
道
出
水
筋
（
約
２
０
ｋ
ｍ
）
を
走
破
し
て
い
る
。

保
存
会
発
足
７
年
目
で
、
歩
い
た
人
は
１
万
人
を
超
え
た
。
平
成
１
８

年
か
ら
１
９
年
に
は
、
鹿
児
島
市
の
西
田
橋
か
ら
熊
本
県
境
ま
で
の
約

１
２
０
ｋ
ｍ
を
約
２
０
０
０
人
が
リ
レ
ー
し
走
破
し
た
。 

「
８
０
０
ｍ
の
強
烈
な
急
坂
も
あ
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
に
は
、
そ

の
き
つ
さ
が
大
き
な
達
成
感
、
感
動
、 

そ
し
て
自
信
に
な
る
」「
歩
き
な
が 

ら
、
車
目
線
で
は
見
え
な
い
風
景
、 

感
じ
ら
れ
な
い
風
、
寒
さ
暑
さ
、
一 

杯
の
お
茶
、
水
の
あ
り
が
た
さ
を
知 

る
こ
と
が
出
来
る
」
と
多
目
会
長
。 

会
の
目
標
は
、
街
道
筋
に
も
っ
と 

多
く
の
「
道
標
を
立
て
る
」
こ
と
で
、 

薩
摩
街
道
を
歩
く
人
を
増
や
す
こ
と 

だ
。
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
存
活 

動
が
進
み
、
深
く
な
る
か
ら
だ
。 

（
玉
川
） 

 

多目会長と福山氏 

㊻ 島津義弘公像（伊集院駅前）と徳重神社（日置市伊集院町） 
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そ
し
て
中
甑
、
下
甑
と
つ
な
い
で
回
遊
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
１
２
）。
全
長
は
４
７
㎞
で
あ
り
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
並
み
の
距
離
で
あ
る
。 

甑
島
は
、
江
戸
時
代
、
島
津
藩
の
直
轄
と
な
っ
て
か
ら
も
苦
難
が
続
い
た
。
一
つ
は
、
天
草
や
長

崎
と
同
じ
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
島
原
の
残
党
３
５
人
が
処
刑
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
が
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
の
地
で
あ
る
（
１
６
３
８
年
）。
い
ま
一
つ
は
、
薩
摩
藩
が
浄

土
真
宗
を
江
戸
期
の
３
０
０
年
に
わ
た
り
禁
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
九
州
の
他
地
域
に
み
ら

れ
な
い
こ
と
で
、
相
良
藩
（
人
吉
藩
）
と
島
津
藩
（
薩
摩
藩
）
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
と
も
に

原
因
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
相
良
藩
は
真
幸
院
の
北
原
氏
と
、
島
津
氏
は
日
向
国
の
伊
集
院
氏

と
争
っ
た(

庄
内
の
乱)

。
そ
の
時
の
相
手
方
が
一
向
宗
と
関
わ
り
、
あ
る
い
は
一
向
宗
一
揆
を
恐

れ
て
の
こ
と
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
１
８
３
５
年
、
下
甑
島
の
長
浜
村
が
焼
き
払
わ

れ
（
天
保
の
法
難
）、
ま
た
１
８
６
２
年
、
下
甑
島
全
島
の
住
民
が
調
べ
ら
れ
た
（
文
久
の
法
難
）。

ま
さ
に
、
世
界
文
化
遺
産
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」
に
該
当
す
る
受
難
を
二
つ
の
こ
と
で
経
験
し
た
南

の
孤
島
で
あ
る
。 

加
え
て
、
１
７
８
０
年
代
に
は
天
明
の
大
飢
饉
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
苦
難
、
災
難
か
ら
、
島
民

は
し
ば
し
ば
九
州
本
土
の
各
地
や
種
子
島
な
ど
へ
の
集
団
移
住
が
強
い
ら
れ
る
苦
難
を
な
め
た
。
狭

い
島
だ
け
に
逃
げ
場
も
な
く
大
変
だ
っ
た
と
推
察
す
る
。 

そ
し
て
、
現
代
は
と
い
え
ば
、
過
疎
化
が
激
し
く
、
島
の
存
亡
に
か
か
わ
る
苦
難
の
時
代
を
迎
え

て
い
る
。
島
全
体
で
見
る
と
ピ
ー
ク
時
（
１
９
５
０
年
代
）
の
人
口
２
万
５
千
人
は
、
い
ま
や
５
千

人
と
５
分
の
１
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
諸
集
落
で
は
空
き
地
、
空
き
家
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
や
が
て
消
滅
す
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
惨
事
を
越
え
て
き
た
町
民
た
ち
は
、
何
と
し
て
も
、
手
つ
か
ず
の
自
然

と
共
に
後
世
に
残
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

要
す
る
に
、
甑
島
は
大
切
な
国
土
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
寄
り
道
し
、
手
つ
か
ず
の
自
然

の
驚
異
に
ひ
た
り
、
前
述
の
歴
史
の
重
み
を
か
み
し
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
甑
島

へ
の
道
は
巡
礼
の
道
で
あ
る
と
も
い
え
、
悲
壮
感
が
漂
う
も
の
の
、
八
千
万
年
前
か
ら
の
不
動
の
自

然
が
残
る
道
と
思
え
ば
、
地
球
誕
生
に
も
遡
る
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
と
な
ろ
う
。 

ａ 

甑
島
烈
島
の
拠
点
を
な
す
上
甑
島
と
中
甑
島 

 

上
甑
島
の
里
港
に
到
着
す
る
と
、
そ
こ
は
ト
ン
ボ
ロ
の
上
に
で
き
た
里
町
⑳
で
あ
る
。
最
大
幅
１

㎞
、
最
峡
部
２
５
０
ｍ
、
長
さ
１
．
５
㎞
で
、
人
口
は
１
２
０
０
人
ほ
ど
。 

㊼ 瀬尾観音三滝の最下段の滝（下甑島） 

㊽ 見事にきれいな弧を描く手打湾の砂浜 

図 12 8千万年前の大地が蘇る甑島国定公園 
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ト
ン
ボ
ロ
の
付
け
根
に
、
江
戸
時
代
か
ら
の
武
家
屋
敷
跡
㉙
が
あ
り
、
玉
石
垣
と
生
垣
に
囲

ま
れ
、
手
入
れ
が
行
き
届
い
た
郷
士
の
家
が
真
っ
直
ぐ
に
並
ん
で
い
る
。
台
風
も
多
く
高
温
多

湿
の
中
で
、
あ
る
い
は
苦
し
い
島
の
生
活
の
中
で
、
生
垣
の
手
入
れ
、
屋
敷
の
維
持
に
大
変
な

苦
労
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
見
て
回
る
と
よ
い
。 

背
後
の
高
台
に
上
が
る
と
、
展
望
所
か
ら
ト
ン
ボ
ロ
の
全
景
⑲
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
そ
こ
か
ら
、
海
岸
に
沿
う
よ
う
に
県
道
３
５
２
号
を
進
め
ば
、
須
口
池
、
鍬
﨑
池
、
そ
し

て
貝
池
と
海
鼠
池
（
な
ま
こ
い
け
）
を
巡
る
こ
と
が
で
き
、
展
望
所
⑳
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
池
と
海
と
は
、
砂
州
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
海
鼠
・
貝
池
・
鍬
崎
（
か
ざ
き
）

の
３
池
を
隔
て
る
砂
州
は
延
々
と
４
㎞
に
渡
り
つ
な
が
っ
て
い
る
。
長
目
の
浜
と
呼
ば
れ
、
国

の
天
然
記
念
物
で
あ
る
が
、
面
積
０
．
５
６
㎢
の
海
鼠
池
（
な
ま
こ
い
け
）
は
、
離
島
に
あ
る

湖
沼
に
し
て
は
大
き
く
、
そ
の
限
り
に
お
い
え
て
日
本
第
３
位
で
あ
る
。
長
目
の
浜
、
田
之
尻

の
両
展
望
所
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
こ
の
上
な
い
。
ま
た
、
３
池
の
塩
分
濃
度
は
、
鍬
﨑
池
が
最

も
薄
く
、
貝
池
、
海
鼠
池
の
順
に
濃
く
な
っ
て
い
る
。 

 

長
目
の
浜
の
反
対
側
、
中
甑
島
方
向
へ
と
県
道
３
４
８
号
を
逆
に
回
り
込
め
ば
、
中
甑
湾
に

面
す
る
中
甑
港
に
至
る
。
そ
か
ら
県
道
３
５
１
号
を
進
め
ば
、
甑
大
明
神
橋
⑯
、
鹿
の
子
大
橋

⑰
が
あ
り
、
中
甑
島
に
渡
る
こ
と
と
な
る
が
、
甑
大
明
神
橋
の
横
に
、
甑
の
由
来
で
あ
る
甑
大

明
神
の
岩
が
あ
る
。
橋
は
そ
れ
を
避
け
る
か
の
よ
う
に
弧
を
描
い
て
い
る
。 

ｂ 

東
シ
ナ
海
に
面
し
断
崖
絶
壁
な
す
下
甑
島 

 

中
甑
島
の
長
大
な
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
藺
牟
田
瀬
戸
で
あ
り
、
そ
こ
に
橋
長
１
．
５
㎞
を

超
え
る
甑
大
橋
⑩
が
架
か
り
、
こ
れ
を
渡
れ
ば
下
甑
島
で
あ
る
が
、
す
ぐ
に
ト
ン
ネ
ル
に
入
り
、

そ
れ
を
抜
け
て
、
鵜
の
巣
山
展
望
所
へ
と
上
が
れ
ば
、
藺
牟
田
瀬
戸
と
甑
大
橋
の
全
景
が
眺
望

で
き
る
。
そ
の
後
、
長
浜
港
に
向
か
え
ば
、
途
中
の
島
の
最
高
峰
・
尾
岳
（
標
高
６
０
４
ｍ
）

を
過
ぎ
、
島
の
中
央
の
長
浜
に
至
る
。
こ
の
辺
り
に
瀬
尾
観
音
三
滝
㊼
が
あ
り
、
寄
道
す
る
と

よ
い
。
あ
る
い
は
、
島
の
反
対
側
へ
は
山
道
を
超
え
て
横
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
過

ぎ
て
ひ
た
す
ら
南
に
下
れ
ば
小
さ
な
集
落
・
青
瀬
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
連
続
す
る
青
瀬
ト
ン
ネ
ル
、

手
打
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
れ
ば
南
端
の
ま
ち
・
手
打
で
あ
る
。
そ
し
て
、
手
打
湾
に
出
る
と
、
写
真
㊽

に
見
る
よ
う
に
、
き
れ
い
な
弧
を
描
く
白
い
砂
浜
が
目
の
当
た
り
に
で
き
、
別
世
界
に
来
た
思
い
が

す
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
も
当
然
な
が
ら
武
家
屋
敷
㉚
、
津
口
番
所
跡
が
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
の

地
が
あ
り
、
漫
画
「
Ｄ
ｒ
コ
ト
ー
診
療
所
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
手
打
診
療
所
は
手
内
港
か
ら
バ
ス

で
内
陸
へ
２
０
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

海
か
ら
の
島
の
観
光
は
、
中
甑
港
か
ら
観
光
船
「
か
の
こ
」
が
あ
り
、
手
打
港
か
ら
「
お
と
ひ
め
」

が
あ
る
。
前
者
（
甑
幸
葉
海
業
、
℡
０
９
９
６
９-

２-

１
１
５
０
）
は
、
鹿
島
断
崖
を
巡
る
コ
ー
ス

と
、
島
の
周
り
を
巡
る
コ
ー
ス
が
あ
る
。
鹿
島
断
崖
コ
ー
ス
（
約
１
時
間
）
は
、
甑
大
明
神
の
奇
岩
、

鹿
島
断
崖
③
、
コ
シ
瀬
、
壁
立
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
岩
⑱
、
金
山
海
岸
と
東
シ
ナ
海
側
に
あ
る
も
の
を
巡

る
も
の
だ
が
、
波
が
荒
く
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
八
千
万
年
前
か
ら
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
き
、
南
の
島
と
は
い
え
、
九
州
に
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
と
驚
き
の
連
続
で
あ
る
。
天
候

や
季
節
に
よ
り
運
行
が
異
な
る
こ
と
か
ら
詳
細
は
、
こ
し
き
し
ま
観
光
局
（
Ｊ
Ｒ
川
内
駅
、
０
９
９

６-
２
５-

１
１
４
０
）
に
問
い
合
わ
せ
る
と
よ
い
。 

他
方
、
手
打
港
か
ら
の
観
光
船
「
お
と
ひ
め
」（
７
～
９
月
、
２
便
／
日
、
約
１
時
間
半
）
は
、
下

甑
を
周
回
し
、
奇
岩
、
断
崖
を
見
る
も
の
で
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
中
甑
港
か
ら
の
観
光
船
「
か
の

こ
」
と
一
部
重
な
る
が
、
大
部
分
は
別
で
あ
る
。
合
わ
せ
れ
ば
下
甑
島
の
風
景
全
体
が
明
ら
か
に
な

り
、
め
っ
た
に
寄
り
道
で
き
な
い
甑
島
と
思
え
ば
、
い
っ
そ
の
こ
と
両
者
と
も
に
乗
船
し
回
遊
す
る

こ
と
を
お
薦
め
す
る
。
問
い
合
わ
せ
先
は
、
下
甑
島
支
所
経
済
課
（
０
９
９
６
９-

７-

０
３
１
１
１
）

で
あ
る
。 

 

表 3 直売所など 

名　称 住　所 電　話 備　考

出水駅観光特産品館「飛来里」上鯖渕548-3 0996-62-2354
新鮮市場たこの 高尾町大久保617-1 0996-82-3004
物産直売所 高尾町大久保5471-2 0996-82-4615
特産館いずみ 下知識町479 0996-62-3033
野田郷高齢者野菜直売所 野田町下名5294－4 0996-84-2483 国道504号
野田郷村おこし屋 野田町下名145 0996-84-3560
にぎわい交流館阿久根駅内売店阿久根屋

市場食堂ぶえんかん＆直売所 晴海町2阿久根漁港内 0966-73-2211 北さつま漁港直営

道の駅「阿久根」 大川4816-6 0996-74-1400 国道3号
駅マルシェ「旬なモノ市」 第1日曜日 11:0～18:00 にぎわい交流館阿久根駅

新鮮朝市 第2日曜日 9:00～11:30 水産振興センター

阿久根旬の朝市 第3日曜日 9:30～11:30 Ａコープ三笠店横駐車場

くぁからじょふるさと市 第4日曜日 9:00～12:00 広域農道沿い

道の駅長島ポテトハウス望洋 指江1576-1 0996-88-5531 国道389号
道の駅・黒之瀬戸だんだん市場 山門野4093 0996-65-2202 国道389号
ながしま恵比須市 第4日曜日午前 0996-86-1200 茅屋渠港地内　東町漁協

川床ふれあいの郷 川床3444-8 0996-87-1212 県道47号
道の駅樋脇「遊湯館」 樋脇町市比野156 0996-38-2506 県道42号
川内・甑とれたて市 第4土曜日午後 0996‐26‐201薩摩川内市漁協事務所前

東郷ふれあい館 東郷町斧渕1940-1 0996-42-0010 国道267号
さのさ館 上名3018-5 0996-33-2030
季楽館 大里6166-1 0996-36-5618 国道3号
照島海の駅 東島平町101 0996-33-1380 照島海の駅食堂

シーポイント 西浜町19 0996-32-4456 0996-32-9210

羽島前浜育ちうんのもん 浜田町85-1 0996-35-0001 羽島漁業協同組合

市来えびす市場 湊町1-99 0996-35-5082
薩摩串木野 まぐろの館 八房3141-1 0996-29-5515 まぐろ料理専門店 松栄丸

　0996-29-5517
串木野市漁協直営 海鮮まぐろ家 上名3018-3 0996-33-5015 海鮮・まぐろレストラン

ＪＡ羽島がた海道 よいやんせ市場 羽島3511 0996-35-0007
チェスト館 伊集院町竹之山220-1 0996-84-2483 県道206、210
江口蓬莱館 東市来町伊作田7425- 099-274-7666 江口漁協　国道270号
城の下物産館 日吉町日置2865-7 099-292-5890
江口漁協直売店・日吉支店 日吉町日置328-4 099-292-2011 国道270号

い
ち
き
串
木
野

川
内

日
置
市

出
水
市

阿
久
根
市

長
島
町
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四 

「
薩
摩
よ
り
み
ち
街
道
」
の
ホ
テ
ル
、
特
産
品
な
ど 

 

１ 

秘
湯
と
共
に
、
ま
ち･

島
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
宿
は
あ
る 

  

薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
の
地
域
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
お
お
ま
か
に
は
「
い
ず
み
」、「
せ
ん
だ

い
」、「
こ
し
き
」
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
か
な
地
域
資
源
が
あ
り
、
早
い
時

代
か
ら
観
光
地
と
し
て
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
火
山
台
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
帯
に
秘
湯

が
点
在
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
か
つ
て
の
藩
主
や
領
主
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
半
農
半
士
の
郷
士
た
ち
、

そ
し
て
現
代
の
農
民
や
漁
民
た
ち
の
湯
治
場
と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
訪

れ
る
人
の
た
め
の
宿
泊
施
設
は
地
域
全
体
に
広
が
状
況
で
あ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
風
景
街
道
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
宿
を
選
ぶ
と
よ
い
が
、
全
体
で
見
れ
ば
、

出
水
市
、
薩
摩
川
内
市
の
中
心
部
、
お
よ
び
薩
摩
川
内
市
の
甑
島
に
多
い
。
例
え
ば
、
温
泉
で
は
市

比
野
温
泉
（
薩
摩
川
内
市
樋
脇
）、
薩
摩
高
城
温
泉
（
薩
摩
川
内
市
湯
田
町
）、
湯
之
元
温
泉
（
日
置

市
東
市
来
町
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
旅
館
、
民
宿
の
類
が
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
に
薩
摩
隼
人
に
直
接
接
し
、
い
ろ
い
ろ
と
地
域
の
話
を
聞
き
な
が
ら
豊
か
な
海
の
幸
、
山
の
幸
が

堪
能
で
き
る
が
、
そ
の
こ
と
自
体
、
本
風
景
街
道
の
大
き
な
楽
し
み
で
も
あ
る
。 

ま
た
、
甑
島
は
、
当
然
だ
が
、
船
が
発
着
す
る
里
、
長
浜
、
そ
れ
に
手
打
に
多
く
の
宿
泊
施
設
が

集
ま
る
。
さ
ら
に
、
長
島
町
の
蔵
の
元
港
も
旅
館
が
多
い
が
、
こ
れ
は
天
草
市
牛
深
と
の
フ
ェ
リ
ー

が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。 

ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
出
水
駅
、
川
内
駅
周
辺
で
、
新
幹
線
の
開
業
に
伴
い
進
出
が
み
ら
れ
、

１
０
０
室
程
度
の
中
規
模
の
も
の
が
主
で
あ
る
。 

 

２ 

海
、
山
、
川
の
多
彩
な
特
産
品 

  

風
景
街
道
地
域
全
体
で
、
食
に
関
わ
る
特
産
品
と
い
え
ば
、
銀
色
に
輝
く
小
魚
「
き
び
な
ご
」（
ニ

シ
ン
科
の
熱
帯
、
亜
熱
帯
魚
）
が
あ
る
。
さ
し
み
、
煮
つ
け
、
焼
物
、
て
ん
ぷ
ら
な
ど
多
彩
に
調
理

さ
れ
、
鹿
児
島
を
代
表
す
る
食
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
魚
の
す
り
身
を
あ
げ
た
「
つ
け
あ
げ
」
は

い
わ
ゆ
る
「
さ
つ
ま
揚
げ
」
の
こ
と
で
あ
り
、
ど
こ
に
で
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
種
多

様
な
魚
が
用
い
ら
れ
、
そ
う
し
た
原
材
料
や
味
付
け
の
違
い
で
土
地
、
土
地
の
工
夫
が
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。 

飲
み
物
は
い
わ
ず
と
知
れ
た
焼
酎
だ
が
、
鹿
児
島
は
芋
焼
酎
が
本
場
で
あ
る
。
正
確
な
こ
と
は
不

明
だ
が
、
北
薩
摩
地
域
に
甑
島
の
２
つ
を
含
め
る
と
１
０
か
所
以
上
の
蔵
元
が
あ
る
。 

昭
和
初
期
、
出
水
市
の
小
原
地
区
が
開
拓
さ
れ
た
。
そ
の
記
念
碑
に
、 

「
味
噌
な
め
て
晩
飲
む
焼
酎
に
毒
は
な
し
、
煤
け
た
嬶
（
か
か
あ
）
に
酌
さ
せ
つ
つ
」 

 

と
あ
る
。
秋
田
出
身
の
石
川
理
紀
之
助
の
歌
で
、
酒
を
焼
酎
に
代
え
た
と
の
解
説
が
付
く
が
、
薩
摩

の
人
々
に
と
り
、
焼
酎
は
苦
し
い
生
活
の
糧
で
あ
り
、
楽
し
い
息
抜
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ

で
歌
わ
れ
た
の
が
、
三
章
の
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
薩
摩
兵
児
謡
」。
要
す
る
に
、
き
び
な
ご
、
さ
つ
ま

揚
げ
、
芋
焼
酎
が
薩
摩
の
伝
統
的
な
三
大
名
物
だ
が
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
多
く
の
特
産
品
が
あ
る
。

地
域
創
生
の
目
玉
の
一
つ
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
思
い
つ
く
ま
ま
を
で
き
る
限
り
紹
介
し
よ
う
。 

★
出
水
市 

 

果
物
で
は
み
か
ん
、
イ
チ
ゴ
が
、
野
菜
で
は
た
け
の
こ
、
ソ
ラ
マ
メ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
が
有
名
で

あ
る
。
ま
た
植
木
も
盛
ん
で
、
１
０
～
５
月
に
２
の
つ
く
日
に
植
木
市
が
開
か
れ
て
い
る
。
海
の
も

の
は
、
焼
き
の
り
、
海
産
物
が
あ
る
。 

★
阿
久
根
市 

 

海
の
も
の
と
し
て
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
タ
カ
エ
ビ
、
伊
勢
エ
ビ
、
う
に
な
ど
新
鮮
な
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
加
工
品
が
あ
る
。
山
の
幸
と
し
て
は
た
け
の
こ
が
特
産
で
あ
る
。 

名　称 住所 電話

出水市総合観光ステーション 上鶴渕715-16 0996-79-3030
出水市産業振興部観光交流課 緑町1-3 0996-63-2111
ツル博物館 0996-63-8915
阿久根市商工観光課 鶴見町200 0996-73-114
阿久根市観光連盟「阿久根まちの駅」 塩鶴町―16 0996-72-3646
道の駅「阿久根」 大川4816-6 0996-74-1400
長島町観光案内所 山門野4093 0996-87-0500
獅子島屋 獅子島121-2 0996-89-3160
こしきしま観光局 鳥追町1-1 0996-25-1140
川内駅観光案内所 鳥追町1-1 0996-25-4700
川内港ターミナル観光案内所 港町京泊6131-23 0996-41-5100
上甑島観光案内所里港ターミナル 里町里1619-13 09969-6-3930
下甑島観光案内所長浜港ターミナル 下甑町長浜920-3 09969-5-1800
鹿児島県薩摩川内市観光・シティセールス課 神田町3-22 0996-23-5111
㈱薩摩川内市観光物産協会 鳥追町1-1 0996-25-4700
藺牟田池観光案内所 祁答院町藺牟田1806 0996-56-0825
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「こころ」薩摩川内観光物産ガイド http://satsumasendai.gr.jp/
Facebook 薩摩川内市Satsumasendai City

いちき串木野市役所観光交流課 昭和通133-1 0996-33-5640
いちき串木野総合観光案内所 上名3018 0996-32-5256
吉利物産店 日吉町吉利1022-1 099-292-5256
日吉ふるさと館毘沙門 日吉町日置9045-1 099-292-5385
日置市観光協会 東市来町湯田3299-1 099-274-5518
日置市伊集院都市農村交流施設チェスト館 伊集院町竹之山220-1 099-273-9525

市町

いちき串

木野市

日
置
市

http://facebook.com/satsumasendaicity/

出
水
市

阿
久
根

市

長島町

薩
摩
川
内
市

表 4 情報案内 
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★
長
島
町 

 

東
シ
ナ
海
、
長
島
海
峡
と
漁
場
に
恵
ま
れ
、
瀬
物
、
底
物
と
豊
富
な
種
類
が
あ
る
。
石
鯛
、
イ
サ

キ
、
ク
ロ
ダ
イ
。
ア
ジ
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
も
。
さ
ら
に
、
あ
ん
こ
う
、
エ
ソ
、
タ
カ
エ
ビ
。
他
に
ト

ラ
フ
グ
、
ヒ
ラ
メ
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
潜
水
漁
に
よ
る
イ
セ
エ
ビ
、
ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
や
海
草
類
が

あ
り
、
実
に
多
種
で
あ
る
。 

 

野
菜
に
は
赤
土
ば
れ
い
し
ょ
、
果
物
は
甘
夏
、
デ
コ
ポ
ン
が
あ
り
、
長
島
銘
菓
に
赤
巻
が
あ
る
。 

★
薩
摩
川
内
市 

 

海
の
産
物
に
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
が
あ
る
。
ま
た
、
川
内
川
で
は
ア
ユ
、
う
な
ぎ
が
と
れ
る
。
や
ま

の
幸
は
き
ん
か
ん
が
有
名
だ
が
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、
ク
リ
な
ど
が
賞
味
で
き
、
東
シ
ナ
海
に
面
す
る

砂
丘
に
は
、
ら
っ
き
ょ
う
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。 

★
甑
島 

た
か
え
び
な
ど
に
加
え
、
岩
の
り
な
ど
の
海
藻
、
か
ま
す
の
塩
辛
、
干
物
が
あ
る
。
ま
た
、
変
わ

表５ 道の駅一覧 

阿久根 国道3号 0996-74-1400 鹿児島県阿久根市大川4816-6

○提供エリア及び提供時間 「総合案内所」内 8:30～19:00（11月～3月　8:30～18:00）

○情報提供機器 情報端末　1台、大型画面　1台、掲示板　1台

○情報提供内容

［道路情報および近隣の「道の駅」情報］ルート、事故、渋滞、災害情報を情報端末、掲示板、地図・チラシで提供

［観光情報］　 駅周辺の観光、宿泊施設情報を情報端末、チラシで提供

［医療情報］　 医療機関の名称、電話番号、休日の当番医を情報端末で提供

［他の「道の駅」の情報］　 施設の内容、イベントを情報端末、チラシで提供

［その他情報］　 気象情報を情報端末、テレビで提供 

黒之瀬戸だんだん市場　　　　国道389号 099‐65-2222 出水郡長島町山門野4093

○提供エリア及び提供時間 「物産館」内 9:00～18:00
○情報提供機器 掲示板　1台

○情報提供内容

［道路情報および近隣の「道の駅」情報］ルート、災害情報を掲示板、地図・チラシで提供

［観光情報］　 駅周辺の観光、宿泊施設情報を掲示板、チラシで提供

長島 国道389号 0996-88-5531 出水郡長島町指江1576-1

○提供エリア及び提供時間 「24時間トイレ入り口物産館カウンター」 9:00～18:00
○情報提供機器 情報端末　2台、掲示板　1台

○情報提供内容

［道路情報および近隣の「道の駅」情報］事故情報を掲示板、地図で提供

［観光情報］　 駅周辺の観光、宿泊施設情報を情報端末、チラシで提供

［医療情報］　 医療情報を掲示板で提供

［他の「道の駅」の情報］　 イベントをチラシで提供

［その他情報］　 なし

樋脇 0996-38-2506 薩摩川内市樋脇町市比野156

○提供エリア及び提供時間 「観光案内所」 9:00～18:00
○情報提供機器 掲示板　1台

○情報提供内容

［道路情報および近隣の「道の駅」情報］ルート情報を案内人、地図・チラシで提供

［観光情報］　 駅周辺の観光、宿泊、入浴施設情報を案内人、チラシで提供

［医療情報］　 医療情報を掲示板で提供

［他の「道の駅」の情報］　 場所案内等を案内人が提供

［その他情報］　 気象情報をテレビで提供

県道川内加治木線

道の駅樋脇 道の駅長島 

道の駅だんだん市場 
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っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
し
き
海
洋
深
層
水
、
カ
ノ

コ
ユ
リ
球
根
、
椿
油
が
あ
る
。 

★
い
ち
き
串
木
野
市 

 

遠
洋
漁
業
の
ま
ち
で
、
マ
グ
ロ
漁
が
盛
ん
名
で
、

マ
グ
ロ
ラ
ー
メ
ン
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

豊
富
な
水
産
加
工
品
が
あ
り
、
果
物
と
し
て
ポ
ン

カ
ン(

み
か
ん
の
一
種)
が
あ
る
。 

★
日
置
市 

 

タ
ケ
ノ
コ
の
一
種
だ
が
緑
竹
が
有
名
で
あ
る
。

他
に
お
茶
、
イ
チ
ゴ
が
特
産
品
で
あ
る
。
ま
た
、

菓
子
類
に
は
、
島
津
家
の
家
紋
が
入
っ
た
伊
集
院

饅
頭
が
あ
り
、
湯
之
元
せ
ん
べ
い
が
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
日
吉
瓦
が
あ
る
。
ま
た
、
陶
器
に
つ

い
て
は
、
い
ち
き
串
木
野
市
島
平
に
朴
平
意
が
上

陸
し
て
串
木
野
窯
を
つ
く
り
、
そ
の
後
、
伊
集
院

村
大
字
苗
代
川
（
現
在
の
美
山
）
に
移
住
し
た
こ

と
が
現
在
の
薩
摩
焼
で
あ
り
、
今
で
は
白
薩
摩
と

黒
薩
摩
の
２
種
類
が
あ
る
。 

 

以
上
の
特
産
品
は
、
市
内
各
地
の
専
門
店
、
商

店
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
表

３
に
直
売
所
お
よ
び
表
５
に
道
の
駅
の
物
産
館
を

一
覧
に
し
て
示
す
。
薩
摩
ゆ
っ
く
り
風
景
街
道
を

行
く
と
き
、
途
中
で
立
ち
寄
る
と
よ
い
。 

 

３ 

祭
り
、
イ
ベ
ン
ト 

 

薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
地
域
に
お
け
る
主
な

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
一
覧
に
す
れ
ば
表
６
の
と
お

り
で
あ
る
。
一
部
は
各
地
の
風
景
街
道
を
紹
介
す

る
中
で
取
り
上
げ
た
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
、
五
穀
豊
穣
、
武
運
長
久
、
無
病

息
災
を
祈
る
な
ど
、
素
朴
な
願
い
の
中
で
勇
猛
な

踊
り
を
披
露
す
る
祭
り
が
多
い
。
い
わ
ば
、
祭
り

は
、
農
村
地
域
の
人
々
の
季
節
の
風
物
詩
と
い
っ

て
よ
く
、
運
よ
く
行
き
合
わ
せ
れ
ば
薩
摩
の
風
習

の
一
端
を
知
る
こ
と
に
も
な
る
。 

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
出
水
の
鶴
の
渡
来
に
合
わ
せ
た
祭
り
が
あ
り
、
長

島
を
花
で
飾
る
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
（
３
～
５
月
）、
心
身
を
鍛
え
る
「
妙

円
寺
詣
り
」
が
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ウ
ィ
ン

ド
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
な
ど
の
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
が
、
地
域
お
こ
し
の
一
環
と

し
て
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

あ
く
ね
新
鮮
お
さ
か
な
祭
り
は
漁
業
が
盛
ん
な
阿
久
根
市
な
ら
の
こ
と
で

あ
り
、
串
木
野
マ
グ
ロ
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
は
、
遠
洋
漁
業
の
基
地
串
木
野
の
祭
り

で
あ
る
。 

表
５
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
必
ず
し
も
常
設
の
連
絡
所
が
な
い
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
確
定
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
メ
モ
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ら
の
正
確
な
こ
と
は
、
各
市
町
の
観
光
関
連
の
担
当
課
お
よ
び
観
光

協
会
に
問
い
合
わ
せ
る
と
よ
い
。 

 ４ 

情
報
案
内
お
よ
び
道
の
駅
（
表
５
） 

 

市
町
村
ご
と
に
観
光
関
連
の
担
当
課
や
案
内
所
が
あ
り
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
出
水

駅
、
Ｊ
Ｒ
川
内
駅
、
肥
薩
オ
レ
ン
ジ
鉄
道
の
阿
久
根
駅
に
観
光
案
内
所
が
あ

る
。 甑

島
に
つ
い
て
は
、
九
州
本
土
の
薩
摩
市
内
各
案
内
所
に
加
え
て
、
上
甑
島

の
里
港
、
下
甑
島
の
長
浜
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
観
光
案
内
所
が
あ
る
。 

 

道
の
駅
は
表
５
の
４
か
所
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
阿
久
根
、
だ
ん
だ
ん
市
場
、
長
島

は
、
風
景
街
道
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
で
あ
る

国
道
３
号
、
３
８
９
号
に
沿
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。
し
か
し
、
道
の
駅
「
樋
脇
」
は
県

道
川
内
加
治
木
線
の
沿
道
に
あ
り
、
注
意

が
必
要
で
あ
る
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
道
の
駅
に
は
休
憩

所
、
情
報
館
、
物
産
館
が
あ
る
。
こ
れ
ら
と

前
述
の
主
要
鉄
道
駅
、
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
を
合
わ
せ
れ
ば
、
本
風
景
街
道
地
域
内

に
お
い
て
は
適
切
に
休
憩
、
情
報
案
内
所

が
配
置
さ
れ
、
地
元
の
人
も
利
用
す
る
新

鮮
な
地
場
産
品
が
手
に
入
る
。 

 

巻末地図一覧 
◦ 薩摩よりみち風景街道ルートマップ 
◦ 出水市、長島町 
◦ 阿久根市、薩摩川内市 
◦ 薩摩川内市、いちき串木野市、日置市 
◦ 上甑島・中甑島、下甑島 

表 6 主な祭り、イベントなど 

月 出水市 阿久根市 長島町 薩摩川内市 （甑島） いちき串木野 日置市

1 東郷文弥節人形浄

瑠璃（下旬）

2

3 ツルを送る祭り（第

3土）

つばきマラソン（鹿

島町）

太郎太郎祭り（羽島崎

神社）、ガウンガウン

祭り

4 ひな女祭り
田の神戻し（10

日）

串木野マグロフェス

ティバル

5
伊勢神社棒踊

り（伊勢神

社）

6 新田神社御田植祭

7

8 24時間高尾野ひまわ

り駅伝大会

あくね新鮮おさ

かな祭り
ご8日踊り

川内川花火大会、

かずらたて（13

日）

かずらたて（里

町）、港まつり（鹿

島町）

羽島太鼓踊り（南方神

社）、川上踊（川上地

域）

北山の火振

り、伊勢太鼓

踊り

9 川内大綱引き 虫追踊（市来大里）

10 ツルマラソン大会

（下旬）

薩摩川内はんや祭

り（第1日）

神祭りシアノーノー

（下甑町）、甑大明

神マラソン大会

妙円寺詣り

11
ツル観察センターｵｰ

ﾌﾟﾝ（1日）、出水麓

まつり（上旬）

長島一周駅

伝大会

流鏑馬（大汝

牟遅神社）

12 あくねボンタン

ロードレース
入来神舞（31日）

下甑島のトシドシ

(31日)

夢追い長島

花フェスタ
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甑大橋 

甑大橋 
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九州風景街道のガイドブック一覧 
List of Guidebook of Scenic Byway Kyushu 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/fukeikaido/guidebook.html  
(上記のホームページからコピーできます。（無料）） 

全体編 〇Japanese Edition: 九州の風景街道     その１ 総論  
                 
〇English Edition： Scenic Byway Kyushu  Part 1 Overview 

     
その２ ルート別ガイド             Part2  Leaflet by Route  
 日南海岸きらめきライン          Q-❶  Nichinan Sparkling Coast 
  日豊海岸シーニック・バイウェイ      Q-❷  Nippo Seashore Road 
  ながさきサンセットロード         Q-❸  Nagasaki Sunset Highway 
  北九州おもてなし“ゆっくりかいどう”   Q-❹  Kitakyushu Hospitality Roads 
ちょっとよりみち唐津街道むなかた     Q-❺   Munakata Historic Byway 

 かごしま風景街道             Q-❻  Kagoshima Scenic Byways 
 玄界灘風景街道                         Q-❼   Genkai Coastal Highway 
 九州横断の道やまなみハイウェイ       Q-❽   Yamanami Highland Parkway 
 九州横断の道阿蘇くまもと路         Q-❾   Aso/Kumamoto Scenic Roads 
 豊の国歴史ロマン街道            Q-❿   Toyonokuni History Roads 
 みどりの里・耳納風景街道              Q-⓫    Green Village in Minou Mountains 
 別府湾岸・国東半島海べの道             Q-⓬    Scenic Area of Beppu Bay and Kunisaki Pen. 
  あまくさ風景街道             Q-⓭   Amakusa Islands Drive 
 薩摩よりみち風景街道                   Q-⓮   North Satsuma Scenic Tour 
  島原半島うみやま街道                 Q-⓯    Umi-Yama Scenic Byway in Shimabara Pen. 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/fukeikaido/guidebook.html
http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/fukeikaido/guidebook.html
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本書の内容の一部または全部を無断で複写複製（コピー）することは、著作権法上での例外を 
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